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このドキュメントの使用方法

この『機能更新およびリリースノート』ガイドでは、Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM)ファームウェアに対してOracle ILOM 3.0リリース以降に追加された
機能拡張について説明します。

このガイドは、その他のOracle ILOM 3.0のドキュメントライブラリと一緒に使用し
てください。このガイドは、技術者、システム管理者、Oracle承認サービスプロバ
イダ、およびシステムハードウェアの管理経験を持つユーザーを対象にしていま
す。

■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「ドキュメントのフィードバック」
■ 6ページの「製品のダウンロード」
■ 7ページの「Oracle ILOM 3.0ファームウェアのバージョン番号スキーム」
■ 8ページの「サポートとアクセシビリティー」

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0
ドキュメントライブラリ

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom30

システム管理、単一システム管理 (SSM)のセ
キュリティー、および診断のドキュメント

http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/

sys-mgmt-networking-190072.html

Oracleの Sun Server Hardware Management Pack
2.0

http://docs.oracle.com/cd/E19428-01/index.html

注:使用している Sunサーバーのプラットフォームに固有のOracle ILOM 3.1ドキュメントを見つけ
るには、使用しているサーバー向けの管理ガイドのOracle ILOMのセクションを参照してくださ
い。
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ドキュメントのフィードバック
このドキュメントについてのフィードバックをお寄せください。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

製品のダウンロード
各 Sunサーバーまたは SunブレードシャーシシステムのOracle ILOM 3.0ファーム
ウェアの更新は、My Oracle Support (MOS) Webサイトからダウンロードできるスタ
ンドアロンソフトウェア更新によって利用できます。このようなソフトウェア更新
をMOS Webサイトからダウンロードするには、次の手順を参照してください。

▼ 製品のソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチ検索」パネルの「検索」タブの上部で、「製品またはファミリ (拡張)」を選
択します。

「対象製品」リストボックスに、製品名の一部またはすべてを入力し (「Sun Server
X2-4」など)、一致する結果が表示されたら、目的の製品を選択します。

「リリース」リストボックスで、目的のソフトウェアリリースの横にあるチェック
ボックスを選択します。

「検索」をクリックします。

「パッチ検索結果」ページが表示されます。

「パッチ検索結果」ページで、目的のパッチを選択します (たとえば、Sun Server X2-4
SW 1.3.1リリースの ILOMおよびBIOS部分用のPatch 14579071など)。
パッチ固有の「パッチ検索結果」ページが表示されます。

パッチ固有の「パッチ検索結果」ページの右ペインで、「ダウンロード」をク
リックします。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。
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「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、目的のパッチを選択してダウ
ンロードを開始します。

Oracle ILOM 3.0ファームウェアのバージョン番号ス
キーム

Oracle ILOM 3.0では、ファームウェアのバージョン番号スキームを使用することに
よって、サーバーまたはCMMで実行しているファームウェアのバージョンを識別
しやすくしています。この番号スキームでは、5つのフィールドがある文字列を使用
しています。たとえば、a.b.c.d.eとなり、ここでは:

■ a - Oracle ILOMのメジャーバージョンを示します。
■ b - Oracle ILOMのマイナーバージョンを示します。
■ c - Oracle ILOMの更新バージョンを示します。
■ d - Oracle ILOMのマイクロバージョンを示します。マイクロバージョンは、プ
ラットフォームまたはプラットフォームのグループ単位で管理されます。詳細
は、使用しているプラットフォームのプロダクトノートを参照してください。

■ e - Oracle ILOMのナノバージョンを示します。ナノバージョンは、マイクロ
バージョンの増分反復です。

たとえば、Oracle ILOM 3.1.2.1.aの意味は次のとおりです。

■ Oracle ILOM 3はメジャーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1はマイナーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2は 2つ目の更新バージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2.1はマイクロバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2.1.aは 3.1.2.1のナノバージョンです

ヒント –お使いの SunサーバーまたはCMMにインストールされているOracle ILOM
ファームウェアバージョンを確認するには、Webインタフェースで「System
Information」 >「Versions」ページにナビゲートするか、コマンド行インタフェース
で versionと入力します。
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サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子
的なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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Oracle ILOM 3.0機能セット

この章では、Oracle ILOM 3.0機能セットについて説明します。この章の内容は次の
とおりです。

■ 9ページの「Oracle ILOM 3.0機能セットの概要」
■ 9ページの「サーバー固有のOracle ILOM機能」
■ 10ページの「CMM固有の機能」
■ 10ページの「CMMシャーシレベル管理」

Oracle ILOM 3.0機能セットの概要
Oracle ILOM 3.0機能セットは、Oracle Sun Bladeモジュラーシステム、サーバーモ
ジュール (ブレード)、およびラックマウントサーバーのすべてに適用される共通の
Oracle ILOM機能をまとめたものです。これらの機能は、Oracle ILOM 3.0.xファーム
ウェアに組み込まれています。3.0.xファームウェアは、サーバーサービスプロ
セッサ (Service Processor、SP)にインストールされ、該当する場合はシャーシ監視モ
ジュール (Chassis Monitoring Module、CMM)にもインストールされます。

注 – CMMは、Oracle Sun Bladeモジュラーシステムに適用されます。CMMは、Oracle
のラックマウントサーバーには適用されません。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 9ページの「サーバー固有のOracle ILOM機能」
■ 10ページの「CMM固有の機能」

■ 10ページの「CMMシャーシレベル管理」

サーバー固有のOracle ILOM機能
Oracle ILOM 3.0.x SPファームウェアは、Oracleの多数のサーバープラットフォーム上
で動作します。すべてのプラットフォームに共通の機能に加えて、Oracle
サーバーに固有のその他の機能もサポートします。使用するサーバーでサポートさ
れるOracle ILOM 3.0.xの機能に関する追加情報については、そのサーバー向けに提供
されているOracle ILOM補足マニュアルまたは管理ガイドを参照してください。
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CMM固有の機能
シャーシ監視モジュール (Chassis Monitoring Module、CMM)上のOracle ILOM 3.0
ファームウェアには、静的に割り当てるか、またはDHCPを使用して動的に割り当
てる個別の IPアドレスを構成します。CMMは、サーバーモジュールのOracle ILOM
構成に対する「コンジット」として動作し、ネットワークアドレスや管理
ユーザーアカウントのような設定の構成や表示が可能になります。

さらに、CMMによってHTTPおよびCLIの「パススルー」インタフェースがサ
ポートされるので、CMMの直接シリアルポート接続または 10/100/1000-BASE-T
ネットワーク管理ポート接続を介して、すべてのシャーシ機能にアクセスできま
す。

CMMシャーシレベル管理

CMMのOracle ILOMは、個別のコンポーネントのシステム管理やシャーシレベルで
の総合的なコンポーネント管理が可能な階層型の管理アーキテクチャーを備えてい
ます。

CMMには次の管理機能があります。

■ IPMIサテライトコントローラの実装。シャーシ環境センサーがサーバーモ
ジュールの BMC機能によって認識されるようになります。

■ CLI、Web、SNMP、IPMIの各インタフェースによる環境およびインベントリの
直接管理

■ CMM、Network Express Module (NEM)、およびサーバーモジュール SPのファーム
ウェア管理。

■ サーバーモジュールとHTTPリンク、およびCLI SSHコンテキストのパスス
ルー管理

■ シャーシの電源制御
■ 次のコンポーネントへのアクセス

■ シャーシ
■ 電源装置
■ ファン
■ ネットワークエクスプレスモジュール (NEM)
■ サーバーモジュールの SP

CMM固有の機能
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Oracle ILOM 3.0.3ファームウェアに対する
更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.3ファームウェアリリースで追加された新しい機能につ
いて説明します。新しい機能を実装する手順を説明します。解決済みおよび既知の
問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳しく説明した、Oracle ILOM 3.0
ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 11ページの「Oracle ILOM 3.0.3の新機能」
■ 12ページの「Oracle ILOM 3.0.3の時点で解決済みの問題」
■ 16ページの「Oracle ILOM 3.0.3の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.3の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.3リリースで利用できる新機能を記載します。Oracle
ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載されているガイドも参照先とし
て示しています。

トピックの説明 参照先

CMMシャーシ管理ビューとドキュメン
トの更新

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「Webインタ
フェースの概要」

CMM電源管理メトリックの拡張 ■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ハードウェアインタ
フェースの電力の監視および管理」

プラットフォーム固有の消費電力履歴表
示に関する拡張機能

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」
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トピックの説明 参照先

Oracle ILOM CLIまたはWebインタ
フェースを使用して BIOSのブートデバ
イス設定をオーバーライドする拡張機能

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「リモートホスト管
理」の操作

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「リモートホスト
の電源状態の管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「リモートホスト
の電源状態を管理する」

障害が発生したコンポーネントの修理後
にイベントログから障害をクリアする機
能に関する情報の更新

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「システム監視と警告
管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「コンポーネント
のステータスと保守処理の管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「コンポーネント
状態と保守作業を管理する」

ジャンプリンクによるWebページの拡張 ■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「Webインタ
フェースの概要」

スナップショットユーティリティーの新
しいデータ収集オプション

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0保
守と診断 - CLIおよびWebガイド』の「システムの
問題を診断するための SPデータの収集」

Oracle ILOM 3.0.3の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.3の時点で解決済みの問題について説明しま
す。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と更新が存在する場合は、あわせて
示します。

トピックの説明 リンク

Oracle ILOMリモートコンソールに関す
る解決済みの問題

■ 13ページの「国際キーボードでのAlt-Graphキーの
機能」

Oracle ILOM 3.0.3の時点で解決済みの問題
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トピックの説明 リンク

ユーザー管理に関する解決済みの問題 ■ 14ページの「Webインタフェースでファイルを
アップロードするときに「Browse」ボタンが表示さ
れない」

SSHホスト鍵に関する解決済みの問題 ■ 14ページの「SSH鍵を新しく生成したときに SSH
サーバーの再起動が必要」

■ 14ページの「SSHホスト鍵をロードするとエ
ラーメッセージが表示される」

警告管理に関する解決済みの問題 ■ 15ページの「IPアドレスを使用する電子メールア
ドレスが警告管理ルールのクエリーで受け入れられ
る」

SPARCサーバーのシステムクロック設定
に関する解決済みの問題

■ 15ページの「CLIを使用してタイムゾーンを設定す
るときに、タイムゾーンによってはクロックが正し
く再計算されない (SPARCサーバー)」

国際キーボードでのAlt-Graphキーの機能
問題:クライアントで実行されているOracle ILOMリモートコンソールのバージョン
によっては、国際キーボードのAlt-Graphキーが誤動作します。

この問題は、次のように 2段階で対処されました。

回避方法:ショートカットキーの組み合わせ (ALT-z)を追加し、これを使用してOracle
ILOMリモートコンソールで「右Alt」キーボードメニュー項目のオン/オフを切り替
えます。この回避方法は、Java開発キット (JDK)のバージョンにかかわらず使用でき
ます。ただし、この回避方法には、ALT-GRキーを直接送信できないという制約があ
ります。この回避方法を使用するには、ショートカットキー (ALT-z)をサポートして
いるバージョンのOracle ILOMリモートコンソールを実行している必要があります。

根本的な解決方法:この解決方法では、Oracle ILOMリモートコンソールの特別なメ
ニューオプションや操作を使用せずに、ALT-GRキーを直接送信します。ただし、新
しいバージョンの JDKを使用する必要があります。この根本的な解決方法を使用す
るには、ALT-GRキーを直接送信するバージョンのOracle ILOMリモートコンソールを
実行している必要があります。また、JDKに関する次の要件が根本的な解決方法に
適用されます。

■ Windowsでは、JDK 1.5以上を使用します。
■ Solarisおよび Linuxでは、JDK 1.6 Update 10以上を使用します。

Oracle ILOMの versionコマンドを使用すると、プラットフォーム上で実行されてい
るOracle ILOMのバージョンを判別できます。

国際キーボードでのAlt-Graphキーの機能
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注 – Linuxおよび SolarisバージョンのOracle ILOM 3.0.xでは、回避方法と根本的な解
決方法の両方が含まれています。WindowsバージョンのOracle ILOM 3.0.xでは、根
本的な解決方法に示した機能が含まれていますが、回避方法の内容は含まれていま
せん。

Webインタフェースでファイルをアップロードす
るときに「Browse」ボタンが表示されない
CR 6787083

問題:構成ページで SSL証明書をアップロードするときに、次の状況に該当している
と「Browse」オプションが表示されません。

■ 別の SSL証明書とキーをHTTPSアクセス用にアップロードするとき
■ オプションの証明書を LDAP/SSL用に構成するとき
■ オプションの証明書をActive Directory用に構成するとき
■ ユーザー SSH鍵を構成するとき
■ バックアップと復元の操作を構成するとき

SSL証明書を取得するために「Upload」ボタンをクリックすると新しいウィンドウが
表示されますが、ファイルを選択してアップロードすることができません。

更新:この問題はOracle ILOM 3.0.3リリースで修正されました。SSL証明書をアップ
ロードするための「Browse」オプションが使用可能になりました。

SSH鍵を新しく生成したときに SSHサーバーの再
起動が必要
CR 6781487

問題:新しい SSH鍵を生成する場合は、新しいキーを有効にするために、SSH
サーバーを再起動する必要があります。

更新: Oracle ILOM 3.0.3からは、サーバーを再起動しなくても SSH鍵をすぐに新しい
接続に使用できるようになりました。

SSHホスト鍵をロードするとエラーメッセージが
表示される
CR 6776200

Webインタフェースでファイルをアップロードするときに「Browse」ボタンが表示されない
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問題: loadコマンドを使用して SSHホスト鍵をアップロードするときに、正常に SSH
ホスト鍵がアップロードされても「set: Command Failed」というエラーメッセージ
が表示されることがありました。

更新:この問題はOracle ILOM 3.0.3リリースで修正されました。このエ
ラーメッセージは、Oracle ILOM 3.0.3以降のバージョンでは表示されなくなりまし
た。

IPアドレスを使用する電子メールアドレスが警告
管理ルールのクエリーで受け入れられる
CR 6776214

問題: Oracle ILOMの警告管理機能を使用するときは、Oracle ILOMではホスト名
ベースの電子メールアドレスを使用する必要があります。

更新: IPアドレスを使用して電子メール警告を送信できるようになりました。IP
ベースの電子メールアドレスのチェックがOracle ILOM 3.0.3リリースで別途追加され
ました。本来の検証に失敗した場合は、IPアドレスで電子メールが個別にチェック
されます。

CLIを使用してタイムゾーンを設定するとき
に、タイムゾーンによってはクロックが正しく再
計算されない (SPARCサーバー)
CR 6798875

問題: CLIを使用してタイムゾーンを設定するときに、タイムゾーンによっては、ク
ロックが正しく再計算されないか、クロックのタイムゾーン設定が更新されないこ
とがあります。

更新: Oracle ILOM 3.0.3.20.bの時点では、この問題は SPARCサーバーに対しては修正
済みです。

クロックが正しく再計算されるようにするには、タイムゾーンに有効なグローバル
タイムゾーン名を使用する必要があります。有効なグローバルタイムゾーン名の一
覧は、インターネット (http://en.wikipedia.org/wiki/List_of_zoneinfo_time_zones
など)で検索できます。

例:

■ SPクロックのタイムゾーンプロパティー値を米国東部標準時に設定するには、次
のように入力します。

CLIを使用してタイムゾーンを設定するときに、タイムゾーンによってはクロックが正しく再計算されない (SPARCサーバー)
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-> set /SP/clock/ timezone=America/New_York

または

■ SPクロックのタイムゾーンプロパティー値を米国中部標準時に設定するには、次
のように入力します。

-> set /SP/clock/ timezone=America/Chicago

Oracle ILOM 3.0.3の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.3の時点で既知となっている問題について説明
します。次の表に、既知の問題の一覧と、その問題の説明が記載されているセク
ションへのリンクを示します。各問題に固有の変更リクエスト (CR)番号と回避方法
が存在する場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

予期しない BIOSの動作 ■ 16ページの「SPのリブート後、BIOSアップグ
レードが遅延される」

デフォルトへのリセット時の予期しない
動作

■ 17ページの「外部シリアルポート設定がデフォル
ト値にリセットされない」

1時間ごとのタイムスタンプの動作 ■ 17ページの「1時間ごとの平均電力のタイムスタン
プに 1時間未満の増加分が反映されない」

SSH鍵がロードされない ■ 18ページの「バックアップ/復元後に SSH鍵の復元
に失敗する」

SPのリブート後、BIOSアップグレードが遅延さ
れる
CR 6813514

問題: SPファームウェアをアップグレードするときに、BIOSファームウェアをすぐ
にアップグレードするか、BIOSアップグレードをあとで行うかを選択できま
す。BIOSをすぐにアップグレードすることを選択した場合は、SPファームウェアが
アップグレードされ、ホストの電源が強制的にオフになり、SPがリブートしま
す。BIOSアップグレードをあとで行うことを選択した場合は、SPファームウェアが
アップグレードされて SPがリブートします。

どちらを選択しても、BIOSはすぐにはプログラムされません。代わりに、SPは新し
い 3.0.xイメージでリブートし、ホストの電源がオフになるのを待ちます。BIOSをす

Oracle ILOM 3.0.3の時点で既知の問題
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ぐに更新することを選択した場合は、ホストの電源がオフになり、ホスト BIOSのプ
ログラムが開始されます。このプロセスは、完了するまでに 2 - 5分かかります。

ただし、次の 2つの問題が発生する可能性があります。

■ すぐにBIOSをアップグレードするオプションを選択した場合、ホスト BIOSのプ
ログラム中に、BIOSのアップグレードがプログラムされていることが画面に表示
されません。BIOSのプログラム中にホストの電源をオンにすると、BIOSは誤記
された状態になり、ホストはブートしません。解決方法は、ホストの電源をオフ
にして、SPが BIOSをプログラムするのを 2 - 5分間待機し、それからホストの電
源をオンにすることです。

■ BIOSアップグレードをあとで行うオプションを選択して、ホストの電源をオフ
にしなかった場合は、BIOSはアップグレードされません。SPが BIOSをプログラ
ムするためには、ホストの電源をオフにする必要があります。単にホストをリ
ブートした場合は、古い BIOSがそのまま残ります。BIOSと SPファームウェアの
不一致は、システムの誤動作を招くことがあります。

回避方法: SPファームウェアをアップグレードしたら、できるだけ早くホストの電源
をオフにし、少なくとも 5分間待機したあとでシステムをリブートすることを強く
お勧めします。

外部シリアルポート設定がデフォルト値にリ
セットされない
CR 6676339

問題: reset_to_defaultsコマンドを使用するとOracle ILOM構成をデフォルト値にリ
セットできます。ただし、外部シリアルポート設定は reset_to_defaults操作の実行
時にリセットされません。

回避方法: CLIまたはWebインタフェースを使用して外部ポート設定を目的の値に設
定してからOracle ILOMをリブートしてください。外部シリアルポート設定にアクセ
スするには、CLIで /SP/serial/externalと入力するか、Webインタフェース
で「Configuration」 >「Serial Port」を選択します。

1時間ごとの平均電力のタイムスタンプに1時間
未満の増加分が反映されない
CR 6803961

問題: CLIを使用してCMMにログインしたときに、1時間ごとの電力履歴の中にタイ
ムスタンプが 1時間進んだ時間になっているものがあります。このエントリは、前
回のタイムスタンプから現在までの平均電力を表しています。

1時間ごとの平均電力のタイムスタンプに 1時間未満の増加分が反映されない
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回避方法:ありません。

平均電力のタイムスタンプは、直前の 1分間または 1時間の「移動平均」ではありま
せん。代わりに、Oracle ILOMは開始時点の時間 (「タイム 0」と呼ぶ)を選択しま
す。60秒後に、Oracle ILOMは最初の 1分間の平均を記録します。次の 59秒間は何
も変化せず、タイム 120の時点で、Oracle ILOMは 2番目の 1分間平均を記録しま
す。最後の 1分間平均は直前の 1分間の平均であり、センサーが読み取り可能で
あった時間の最後の 1分間の平均ではありません。

1時間平均の場合は、タイム 3600の時点ではじめてサンプルが取得されて最初の 1時
間の平均が記録されます。2番目の 1時間平均が記録されるのは、タイム 7200の時点
です。

最後の 60個の 1分間平均は、最後の 1時間平均を保存された時点のデータと比較す
る場合を除き、最後の 1時間平均と等しくありません。

1時間平均の最小値と最大値のタイムスタンプは、1分間平均のタイムスタンプより
もあとのものになることがあります。このようなことが発生するのはOracle ILOMに
よってデータが記録されないときであり、この状態になるのは、センサーが読み取
り可能ではなくなった (たとえば、電源がオフになったか、値が下がりすぎて計測不
可能になった)ときだけです。センサーが読み取り不可能である間は、履歴データが
欠落しないように、Oracle ILOMによって「データなし」と記録されます。

バックアップ/復元後に SSH鍵の復元に失敗する
CR 6808138

問題: Oracle ILOM構成をバックアップして復元するときに、/SP/services/ssh/keys

または /CMM/services/ssh/keysの下にあるRSAおよびDSA非公開鍵の復元に失敗し
ます。

回避方法: SP上に新しい鍵が生成されるときに、次のメッセージが表示されます。

Warning: the RSA host key for ’xxx.xxx.xxx.xxx’ differs from the key for the IP

address ’xxx.xxx.xxx.xxx’ Offending key for IP in ~/.ssh/known_hosts:216

Matching host key in ~/.ssh/known_hosts:189

Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

yesと入力するか、known_hostsファイルを編集します。

バックアップ/復元後に SSH鍵の復元に失敗する
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Oracle ILOM 3.0.4ファームウェアに対する
更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.4ファームウェアリリースで追加された新しい機能につ
いて説明します。新しい機能を実装する手順を説明します。解決済みおよび既知の
問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳しく説明した、Oracle ILOM 3.0
ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 19ページの「Oracle ILOM 3.0.4の新機能」
■ 21ページの「Oracle ILOM 3.0.4の時点で解決済みの問題」
■ 27ページの「Oracle ILOM 3.0.4の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.4の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.4リリースで利用できる新機能を記載します。Oracle
ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載されているガイドも参照先とし
て示しています。

トピックの説明 参照先

新しい電源管理レイアウトおよびしきい
値制御

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」

CLIセッションのアイドル時間設定の更
新

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ILOMのログイ
ンとログアウトおよびパスワードの回復」
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トピックの説明 参照先

LDAP/SSL認証属性の新しいターゲット
の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ユーザーアカウ
ントの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ユーザーアカウ
ントを管理する」

SNMP MIBをOracle ILOMからダウン
ロードする機能の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「システム警告の
管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「システム警告と
電子メール通知の管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0プ
ロトコル管理 - SNMP、IPMI、CIM、WS-MANガイ
ド』の「SNMPの概要」

ユーザーセッションに割り当てられた
ユーザーの役割を表示する機能の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ユーザーアカウ
ントの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ユーザーアカウ
ントを管理する」

Active Directoryでの拡張検索モードの拡
張

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ユーザーアカウ
ントの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ユーザーアカウ
ントを管理する」

IPMIトラップ、電子メール警告、または
SNMPトラップを設定するときのテスト
警告の拡張

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「システム警告の
管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「システム警告と
電子メール通知の管理」

Oracle ILOM 3.0.4の新機能
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トピックの説明 参照先

Oracle ILOMリモートコンソールの
ロック機能の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ネットワーク設定」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ストレージメ
ディアのリダイレクトとOracle ILOMリモートコン
ソールの表示のロック」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「リモートホスト
のリダイレクションの管理とOracle ILOMリモート
コンソールのセキュリティー保護」

新しいOracle ILOM SPネットワーク
ポート

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ネットワーク設定」

リモートホストKVMSのマウスモード設
定の更新

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI
手順ガイド』の「CLIコマンドリファレンス」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web
手順ガイド』の「リモートホストのリダイレクトの
管理と ILOMリモートコンソールのセキュリ
ティー保護」

Oracle ILOM 3.0.4の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.4リリースで解決済みとなっている問題につい
て説明します。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と更新が存在する場合
は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

ユーザー管理に関する解決済みの問題 ■ 22ページの「デフォルトの役割が noneに設定され
ているときに LDAPまたはRADIUSのコマンドが動
作しない」

■ 22ページの「dnslocatorqueryレコードをActive
Directory構成から削除できない」

システムクロック設定に関する解決済み
の問題

■ 23ページの「CLIを使用してタイムゾーンを設定す
るときに、タイムゾーンによってはクロックが正し
く再計算されない (x86サーバー)」

電源管理に関する解決済みの問題 ■ 24ページの「電源管理プロパティーに関するヘル
プテキストが間違っている」

Oracle ILOM 3.0.4の時点で解決済みの問題
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トピックの説明 リンク

スナップショット SPデータに関する解
決済みの問題

■ 23ページの「スナップショットユーティリ
ティーでデバッグ用のログファイルが欠落する」

Oracle ILOMバックアップCLI機能に関
する解決済みの問題

■ 24ページの「Oracle ILOM CLIで set

/{target}/config dump_uriを実行するときに確認
メッセージが表示されない」

CLIのヘルプテキスト機能に関する解決
済みの問題

■ 24ページの「/SYSの読み取り専用プロパティーの
役割に関するヘルプテキストが間違っている」

■ 25ページの「<TARGET> <property> <property>のヘ
ルプ出力の内容がわかりにくい」

■ 26ページの「/SP/users/root/ssh/key/1-5のヘルプ
テキスト値が不正確」

CLIでのシリアルポート設定に関する解
決済みの問題

■ 26ページの「Oracle ILOM外部シリアルポートのフ
ロー制御が正しく実装されていない」

CLI読み取り専用プロパティーに関する
解決済みの問題

■ 26ページの「読み取り専用プロパティーのCLI自動
補完機能が Sun Fire X4140、X4240、およびX4440
サーバーでは動作しない」

デフォルトの役割が noneに設定されているときに
LDAPまたはRADIUSのコマンドが動作しない
CR 6804986

問題: LDAPまたはRADIUSのデフォルトの役割が noneに設定されているときは、本
来割り当てられるはずのRead Only (-o)役割が自動的には割り当てられません。

更新:この問題はOracle ILOM 3.0.4リリースで修正されました。現在では、LDAPま
たはRADIUSのデフォルトの役割が noneに設定されている状態で LDAPまたは
RADIUSユーザーとしてログインすると、Read Only (o)役割が割り当てられます。

dnslocatorqueryレコードをActive Directory構成
から削除できない
CR 6797346

問題: Active Directoryの構成中に dnslocatorqueryレコードを削除できません。

デフォルトの役割が noneに設定されているときに LDAPまたは RADIUSのコマンドが動作しない
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更新:この問題はOracle ILOM 3.0.4リリースで修正されました。dnslocatorqueryレ
コードの内容と範囲のルールが緩和され、エントリのクリアや削除ができるように
なりました。この結果、エントリを完全に削除するための空の文字列値を入力でき
るようになりました。

CLIを使用してタイムゾーンを設定するとき
に、タイムゾーンによってはクロックが正しく再
計算されない (x86サーバー)
CR 6798875

問題: CLIを使用してタイムゾーンを設定するときに、タイムゾーンによっては、ク
ロックが正しく再計算されないか、クロックのタイムゾーン設定が更新されないこ
とがあります。

更新: Oracle ILOM 3.0.4の時点では、この問題は x86サーバーに対しては修正済みで
す。

クロックが正しく再計算されるようにするには、タイムゾーンに有効なグローバル
タイムゾーン名を使用する必要があります。有効なグローバルタイムゾーン名の一
覧は、インターネット (http://en.wikipedia.org/wiki/List_of_zoneinfo_time_zones
など)で検索できます。

例:
■ SPクロックのタイムゾーンプロパティー値を米国東部標準時に設定するには、次
のように入力します。

-> set /SP/clock/ timezone=America/New_York

または

■ SPクロックのタイムゾーンプロパティー値を米国中部標準時に設定するには、次
のように入力します。

-> set /SP/clock/ timezone=America/Chicago

スナップショットユーティリティーでデバッグ用
のログファイルが欠落する
CR 6811375

問題:スナップショットユーティリティーを使用して Service要員用のデータを収集す
るときに、/var/logのファイルが欠落していることが原因で、デバッグプロセスが
正常に動作しません。

スナップショットユーティリティーでデバッグ用のログファイルが欠落する
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更新:スナップショットユーティリティーの欠落していた /var/logファイル
は、Oracle ILOM 3.0.4リリースで復元されました。

Oracle ILOM CLIで set /{target}/config dump_uriを
実行するときに確認メッセージが表示されない
CR 6804202

問題: /{target}/configに対する dump_uriを設定するときに、Oracle ILOM CLIでコマ
ンドが正常に実行されたかどうかを示す確認メッセージが表示されません。

更新: set /{target}/config dump_uriの確認メッセージの出力は、Oracle ILOM 3.0.4リ
リースで修正されました。

/SYSの読み取り専用プロパティーの役割に関する
ヘルプテキストが間違っている
CR 6764923、CR 6770180

問題: /SYSの読み取り専用プロパティーに関して表示されるOracle ILOM CLIヘルプ
のユーザーの役割情報は、誤解を招くおそれがあります。例:

-> help /SYS fru_part_number

Properties:

fru_part_number : FRU part number

fru_part_number : User role required for set = r

ヘルプテキストに表示される、読み取り専用プロパティーのユーザーの役割情報は
誤解を招くおそれがあります。読み取り専用プロパティーは、ユーザーの役割にか
かわらず構成することはできません。

更新: Oracle ILOM 3.0.4でOracle ILOMヘルプ機能が更新され、/SYSの読み取り専用
プロパティー (r)の説明には必須のユーザーの役割の値が表示されないようになりま
した。

電源管理プロパティーに関するヘルプテキストが
間違っている
CR 6770180

Oracle ILOM CLIで set /{target}/config dump_uriを実行するときに確認メッセージが表示されない
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問題:次のプロパティーは読み取り専用であり、構成は不可能です。したがって、こ
れらのプロパティーを表示するために必要な役割はRead Only (o)です。

-> help /SP/powermmgmt

Properties:

actual_power : Actual power consumed by the system

actual_power : User role required for set = o

permitted_power : Total power permitted for the system

permitted_power : User role required for set = o

available_power : Available power for the system

available_power : User role required for set = o

更新:この問題はOracle ILOM 3.0.4リリースで修正されました。これらのプロパ
ティーのヘルプテキストには、プロパティーを表示するのに必要な役割がRead Only
(o)であることが表示されるようになりました。

<TARGET> <property> <property>のヘルプ出力の
内容がわかりにくい
CR 6770069

問題:ヘルプ機能を使用して複数のプロパティーの値を表示するときに、次のような
わかりにくいテキストが表示されます。

ヘルプの出力が次のように表示されます。

-> help /HOST send_break_action boottimeout status

Properties:

send_break_action : Send Break Action to Host

send_break_action : Possible values = break, dumpcore

send_break_action : User role required for set = c

boottimeout : Boot time out

send_break_action : Possible values = break, dumpcore

boottimeout : User role required for set = r

status : Host Status

send_break_action : Possible values = break, dumpcore

boottimeout : User role required for set = r

本来は、次のように出力されるべきです。

-> help /HOST send_break_action boottimeout status

Properties:

send_break_action : Send Break Action to Host

<TARGET> <property> <property>のヘルプ出力の内容がわかりにくい
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send_break_action : Possible values = break, dumpcore

send_break_action : User role required for set = c

boottimeout : Boot time out

boottimeout : User role required for set = r

status : Host Status

更新:ヘルプ機能がOracle ILOM 3.0.4リリースで更新され、該当しないプロパ
ティー値は表示されないようになりました。

/SP/users/root/ssh/key/1-5のヘルプテキスト値
が不正確
CR 6783032

問題: /SP/users/root/ssh/key/の下の複数のプロパティーのヘルプテキストに不正確
な記述があります。

更新: /SP/users/root/ssh/keyのヘルプ機能は、Oracle ILOM 3.0.4リリースで修正され
ました。

Oracle ILOM外部シリアルポートのフロー制御が正
しく実装されていない
CR 6822067

問題: Oracle ILOMの外部シリアルポートのフロー制御に対する書き込み可能のサ
ポート (setコマンドを使用)が有効になるのは、OracleのAST2000サーバーベースの
プラットフォーム上のみです。

更新: Oracle ILOM 3.0.4の時点では、Oracle ILOMの外部シリアルポートのフロー制御
に対する書き込み可能のサポートは、Oracleのすべてのプラットフォーム上で有効
です。

読み取り専用プロパティーのCLI自動補完機能が
Sun Fire X4140、X4240、およびX4440サーバーで
は動作しない
CR 6729108

問題: Oracle ILOM CLIで showコマンドを実行するときに、読み取り専用プロパ
ティーが認識されません。

/SP/users/root/ssh/key/1-5のヘルプテキスト値が不正確
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更新: showコマンドの実行時に読み取り専用プロパティーを認識するためのサポート
がOracle ILOM 3.0.4リリースで追加されました。

Oracle ILOM 3.0.4の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.4の時点で既知となっている問題について説明
します。各問題に固有の変更リクエスト (Change Request、CR) ID番号と回避方法が
存在する場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

Oracle ILOMリモートコンソールに関す
る既知の問題

■ 27ページの「CD-ROMイメージやフロッピーイ
メージをリダイレクトするときに、Windowsクライ
アントでOracle ILOMリモートコンソールがハング
アップすることがある」

■ 28ページの「Oracle ILOMリモートコンソールの
セッションを回復できない」

CD-ROMイメージやフロッピーイメージをリダイ
レクトするときに、Windowsクライアントで
Oracle ILOMリモートコンソールがハングアップす
ることがある
CR 6806444

問題: Windowsクライアントを使用してCD-ROMイメージまたはフロッピーイ
メージをOracle ILOMリモートコンソールからリダイレクトするときに、Oracle
ILOMリモートコンソールが応答しなくなることがあります。

影響を受けるソフトウェア:
■ Oracle ILOM 2.0以降およびOracle ILOM 3.0以降
■ Oracle ILOMリモートコンソール
■ JDK 1.6
■ クライアントシステムにインストールされているWindowsオペレーティングシス
テム。

回避方法: Windowsクライアントで「Oracle ILOM Remote Console」ウィンドウを閉
じ、次の操作のいずれかを実行します。

■ Linuxまたは Solarisクライアントを使用してOracle ILOMリモートコンソールを起
動し、CD-ROMイメージまたはフロッピーイメージをリダイレクトします。

CD-ROMイメージやフロッピーイメージをリダイレクトするときに、WindowsクライアントでOracle ILOMリモートコンソールが
ハングアップすることがある
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または

■ Windows、Solaris、または Linuxのクライアントを使用し、Oracle ILOM 3.0の
Storage Redirectionユーティリティーを起動してCD-ROMイメージまたはフ
ロッピーイメージをリダイレクトします。

注 – Storage Redirectionユーティリティーは、Oracle ILOM 3.0のみに含まれているコマ
ンド行ユーティリティーです。Storage Redirectionユーティリティーの使用方法につ
いては、Oracle ILOM 3.0のドキュメントセットを参照してください。

Oracle ILOMリモートコンソールのセッションを回
復できない
CR 6867870

問題:次の場合に、Oracle ILOMリモートコンソールのセッションを回復できないこ
とがあります。

■ Oracle ILOMリモートコンソールクライアントで複数のタブを開き、3つの異なる
ホストへの接続が表示されているときに、Oracle ILOMリモートコンソールクラ
イアントの状態が休眠モードになる (またはネットワークケーブルが取り外され
る)。

■ 第 2および第 3のOracle ILOMリモートコンソールクライアントから、同じ 3つの
ホストへの接続が確立された状態で、これらのリモートコンソールクライアント
も休眠モードになる (またはネットワークケーブルが取り外される)。

Oracle ILOMリモートコンソールクライアントの 1つ (またはそれ以上)が休眠
モードから復帰する (またはネットワークケーブルが再接続される)が、アク
ティブでないセッションを再開することができず、次の状態になる。

Oracle ILOMリモートコンソールのセッションを回復できない
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■ システムダイアログに、「Connection with SP is down, try redirection

later.」というメッセージが表示されます。「OK」をクリックしてそのダイ
アログを閉じます。

■ 2つ目のダイアログに、「The maximum number of connections have been

reached.」というメッセージが表示されます。「OK」をクリックしてそのダ
イアログを閉じます。

回避方法:最初の 2つのホストに対するアクティブでないOracle ILOMリモートコン
ソールセッションを回復するには、両方のシステム上で SPをリセットする (reset
/SP)必要があります。3番目のホストでは、アクティブでないOracle ILOMリモート
コンソールセッションは通常、最初の 2つのホストの SPがリセットされてから 5分
以内に回復します。ただし、3番目のOracle ILOMリモートコンソールクライアント
が休止モードまたはスクリーンセーバーモードのときは、3番目のホストに対するア
クティブでないリモートコンソールセッションが回復しないことがあります。この
状態になったときは、アクティブでないOracle ILOMリモートコンソールセッション
を回復するには 3番目のホストの SPをリセットする必要があります。Oracle ILOMリ
モートコンソールがサポートするユーザーセッション接続の数は、1つのホストシス
テムに対して 3つまでです。

Oracle ILOMリモートコンソールのセッションを回復できない
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Oracle ILOM 3.0.6ファームウェアに対する
更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.6ファームウェアリリースで追加された新しい機能につ
いて説明します。新しい機能を実装する手順を説明します。解決済みおよび既知の
問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳しく説明した、Oracle ILOM 3.0
ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 31ページの「Oracle ILOM 3.0.6の新機能」
■ 32ページの「Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みの問題」
■ 33ページの「Oracle ILOM 3.0.6の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.6の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.6リリースで利用できる新機能を記載します。Oracle
ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載されているガイドも参照先とし
て示しています。

トピックの説明 参照先

HDDおよびRAIDの構成のための新しい
ストレージ監視プロパティー

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ストレージ監視およ
びゾーン管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ストレージコン
ポーネントおよび Zone Managerの監視」
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トピックの説明 参照先

電源管理に関する拡張 ■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ハードウェアインタ
フェースの電力の監視および管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」

新しい rootパスワード警告メッセージ ■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「Oracle ILOMの概
要」

Oracle ILOMで使用されるネットワーク
ポートの一覧の更新

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ネットワーク設定」

Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みの問題について説明しま
す。解決済みの各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号が存在する場合は、あわ
せて示します。

トピックの説明 リンク

SMTPテスト電子メール通知の予期しな
い動作

■ 32ページの「SMTPテスト警告電子メール通知を送
信できない」

CMMからブレードへの予期しないドリ
ルダウン動作

■ 33ページの「SSHの無効化後にCMMから
サーバーモジュールにナビゲートできない」

電源管理イベントの予期しない動作 ■ 33ページの「電源管理イベントがログファイルに
記録されない」

SMTPテスト警告電子メール通知を送信できない
CR 6850298

問題: SMTPページで「Test」をクリックしたあとに、テスト電子メール通知が送信
されず、このイベントに対応するエントリがイベントログにありません。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みです。

Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みの問題
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SSHの無効化後にCMMからサーバーモジュールに
ナビゲートできない
CR 6837359

問題:サーバーモジュール上で SSHを無効にしたあとで、そのサーバーモジュールに
CMMからナビゲートすることができません。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みです。

電源管理イベントがログファイルに記録されない
CR 6831492

問題:電源管理のしきい値を超えてもイベントがトリガーされません。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.6の時点で解決済みです。

Oracle ILOM 3.0.6の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.6の時点で既知となっている問題について説明
します。各問題に固有の変更リクエスト (Change Request、CR) ID番号と回避方法が
存在する場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

Oracle ILOM Webインタフェースに関す
る既知の問題

■ 34ページの「Oracle ILOMファームウェアを 2.0か
ら 3.0にアップグレードしたあとでホスト電源状態
を取得できない」

■ 34ページの「構成後のアクセスページエラー:シス
テムを IPMItoolから監視するときに不明なセンサー
LEDステータスが表示される」

IPMIインタフェースに関する既知の問題 ■ 34ページの「構成後のアクセスページエラー:シス
テムを IPMItoolから監視するときに不明なセンサー
LEDステータスが表示される」

バックアップと復元に関する既知の問題 ■ 34ページの「バックアップと復元の実行後にコン
ソールエラーが表示される」

Oracle ILOM 3.0.6の時点で既知の問題
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Oracle ILOMファームウェアを2.0から3.0に
アップグレードしたあとでホスト電源状態を取得
できない
CR 6858008

問題: SPファームウェアをOracle ILOM 2.0から 3.0に更新すると、アップグレード完
了後はOracle ILOM Webインタフェースでリモートホストの電源状態を取得できなく
なることがあります。この問題が発生した場合は、「Remote Power Control」タブに
空白のページが表示されます。

回避方法:次の操作のいずれかを実行します。

■ アップグレードの完了後に、ブラウザのキャッシュをクリアし、ブラウザの表示
をリフレッシュします。

または

■ Oracle ILOM Webページのヘッダー領域にある「Refresh」ボタンをクリックして
ブラウザキャッシュの問題を修正します。

構成後のアクセスページエラー:システムを
IPMItoolから監視するときに不明なセンサー LED
ステータスが表示される
CR 6848980

問題: IPMItoolを使用してOracleサーバーを監視しているときに、不明なセンサー
LEDステータスがOracle ILOM Webインタフェースに表示されます。この問題が発
生する可能性があるのは、SPと IPMI KCSインタフェースが同時にオペレーティング
システム (OS)から実行されているときです。このような構成の結果として、IPMI
メッセージが SPにオーバーロードされます。

回避方法: Oracle ILOM Webインタフェースによる IPMIセンサーの読み取りに十分な
時間を与えるために、ホストOSへのKCSメッセージ応答の頻度を制限します。それ
には、コマンド sleep 1をホスト IPMItoolスクリプト内のコマンドの間に挿入しま
す。

バックアップと復元の実行後にコンソールエ
ラーが表示される
CR 6847309

Oracle ILOMファームウェアを 2.0から 3.0にアップグレードしたあとでホスト電源状態を取得できない
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問題: Oracle ILOM構成のバックアップと復元の実行後に、次のコンソールエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

bind (udp): Address already in use

回避方法:ありません。これは問題のないエラーメッセージです。

Oracle ILOM Power Managementで電力を制限して
いる場合、Windows Server 2008 R2によってシステ
ムイベントログに警告メッセージが生成される
CR 6881284

問題: Oracle ILOM Power Management機能によって電力が制限されているときに、プ
ロセッサが制限されていることをユーザーに知らせる警告メッセージがWindows
Server 2008 R2オペレーティングシステムのシステムイベントログに出力されま
す。警告メッセージの例を次に示します。

The Speed of Processor xx in group x is being limited by system firmware. The

processor has been in this reduced performance state for xxxx seconds since last

report.

回避方法:ありません。これらは予期されるイベントであり、問題を示すものではあ
りません。

Oracle ILOM Power Managementで電力を制限している場合、Windows Server 2008 R2によってシステムイベントログに警告
メッセージが生成される
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Oracle ILOM 3.0.8ファームウェアに対する
更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.8ファームウェアリリースで追加された新しい機能につ
いて説明します。新しい機能を実装する手順を説明します。解決済みおよび既知の
問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳しく説明した、Oracle ILOM 3.0
ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 37ページの「Oracle ILOM 3.0.8の新機能」
■ 39ページの「Oracle ILOM 3.0.8の時点で解決済みの問題」
■ 40ページの「Oracle ILOM 3.0.8の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.8の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.8リリースで利用できる新機能を記載します。Oracle
ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載されているガイドも参照先とし
て示しています。

トピックの説明 参照先

Webインタフェースページの拡張により
システムサマリー情報と電源投入設定の
表示と管理を 1つのページで実行可能

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「Webインタ
フェースの概要」

SPの新しい電源管理用語とWebレイア
ウト

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ハードウェアインタ
フェースの電力の監視および管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「電力監視および
ハードウェアインタフェースの管理」

新しい IPMI電力上限 (Power Limit)機能
と、次に対応する新しい IPMI手順
■ Power Limit割当量有効化状態の設定
■ Power Limit割当量ワット数の取得
■ Power Limit割当量ワット数の設定

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0プ
ロトコル管理 - SNMP、IPMI、CIM、WS-MANガイ
ド』の「IPMIについて」
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トピックの説明 参照先

SNMP実装に対する新しい電力上限
(Power Limit)

詳細については、電源管理データオブ
ジェクトのHardware Control MIBを参照
してください

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0プ
ロトコル管理 - SNMP、IPMI、CIM、WS-MANガイ
ド』の「IPMIを使用したサーバー管理」

システムバナーメッセージに関する
Oracle ILOMの新機能の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「Oracle ILOMの概
要」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ILOMのログイ
ンとログアウトおよびパスワードの回復」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「Oracle ILOMに
対するログインとログアウトおよびバ
ナーメッセージの表示」

Oracle ILOM Webインタフェースでのス
トレージ監視サポートの追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ストレージコン
ポーネントおよび Zone Managerの監視」

Oracle ILOMでWS-ManagementとCIMを
標準管理インタフェースとしてサポート
する新機能の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「Oracle ILOMの概
要」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0プ
ロトコル管理 - SNMP、IPMI、CIM、WS-MANガイ
ド』の「WS-ManagementとCIMを使用した
サーバー管理」

Oracle ILOMでのOracle x86サーバーの
SP履歴ログ機能の追加

注 –この内容は、Oracle SPARC
サーバーにも適用されます。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「システムセン
サーの監視とイベントログの管理」

SPARCサーバーに対する新しいTPM管
理

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「SPARC
サーバーでのTPMと LDomの状態の管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「SPARC
サーバーでのTPMと LDomの状態を管理する」

Oracle ILOM 3.0.8の新機能
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Oracle ILOM 3.0.8の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.8リリースで解決済みとなっている問題につい
て説明します。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と更新が存在する場合
は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

CLIでのタイムゾーン設定の問題の解決 ■ 39ページの「Oracle ILOM CLIでの無効なタイム
ゾーン設定」

スナップショットのプロパティーが SP
のリセット後に保持されない

■ 39ページの「スナップショットのプロパティーが
リセット後に保持されない」

Oracle ILOM CLIでの無効なタイムゾーン設定
CR 6871128

問題:不完全なタイムゾーン名も、Oracle ILOM CLIターゲット SP/clock/timezoneと
して受け入れられていました。タイムゾーン名が不完全な場合、グリニッジ標準時
(GMT)がシステムによって使用される可能性があります。

更新:この問題はOracle ILOM 3.0.8リリースで修正されました。Oracle ILOM CLIに
よって受け入れられて検証されるのは、完全なタイムゾーン名のみです。

スナップショットのプロパティーがリセット後に
保持されない
問題: CLIを使用してスナップショットのプロパティー値を変更してから SPをリ
セットすると、スナップショットのプロパティー値がデフォルト値に戻ってしまい
ます。

更新: Oracle ILOMのスナップショット機能の動作は、設計どおりです。スナップ
ショットのプロパティーは、SPのリセット後は保持されません。

スナップショットのプロパティーがリセット後に保持されない
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Oracle ILOM 3.0.8の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.8の時点で既知となっている問題について説明
します。各問題に固有の変更リクエスト (Change Request、CR) ID番号と回避方法が
存在する場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

Storage Redirectionが 64ビット JREでサ
ポートされない

■ 40ページの「Storage Redirectionが 64ビット JREで
はサポートされない」

アップグレードの実行後にストレージ監
視デバイスの情報が表示されるまでに時
間がかかる

■ 40ページの「ストレージ監視情報を表示するとき
に 5分間の遅延が発生する」

Oracle Hardware Installation Assistantと帯
域内管理インタフェースを使用して
Oracle ILOMをアップグレードするとき
にOracle ILOMのバージョンが表示され
ない

■ 41ページの「HIAを使用してOracle ILOMを帯域内
管理インタフェースからアップグレードするときに
Oracle ILOMのバージョンが表示されない」

Storage Redirectionが64ビット JREではサポート
されない
CR 680070、CR 6805732

問題: 64ビットの Java Runtime Environment (JRE)を使用していると、Storage
Redirectionの起動に失敗することがあります。64ビット JREは 64ビットのシステム
ではデフォルトです。64ビット JREを使用して Storage Redirectionを起動しようとす
ると、次のエラーメッセージが表示されます。

"Unsupported platform"

回避方法: 32ビット JREを 64ビットシステムにインストールします。JRE
は、http://java.com/en/download/index.jspからダウンロードできます。

ストレージ監視情報を表示するときに5分間の遅
延が発生する
CR 6870530

問題: Oracle ILOM CLIまたはWebインタフェースで、ストレージ監視情報が表示さ
れるまでに、または最新の状態に更新されるまでに、最大 5分間の遅延が発生する
ことがあります。この遅延は一般的に、次のあとに発生します。

Oracle ILOM 3.0.8の時点で既知の問題
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■ Oracle ILOM 3.0.6以降にアップグレードし、必須のシステム管理パックをインス
トールした。

または

■ RAIDまたはディスクの情報が更新されたあとでシステムに対するクエリーを実
行した。

注 –ストレージ監視機能は、すべてのOracleサーバーで使用できるわけではあり
ません。使用しているサーバーでこの機能がサポートされるかどうかを判断する
には、サーバーに対応するOracle ILOMの補足マニュアルまたは管理ガイドを参
照してください。

注 –サーバーでストレージ監視機能がサポートされている場合は、ストレージ監
視機能を使用する前にシステム管理パックをインストールしておく必要がありま
す。サーバーに必要なシステム管理パックに関する情報については、サーバーに
対応するOracle ILOMの補足マニュアルまたは管理ガイドを参照してください。

回避方法:回避方法はありません。この 5分間の遅延が発生するのは、必須のシステ
ム管理パックのインストール後やシステムに対するRAIDまたはディスクの更新後の
みです。

HIAを使用してOracle ILOMを帯域内管理インタ
フェースからアップグレードするときにOracle
ILOMのバージョンが表示されない
CR 6867109

問題: Oracle ILOMをOracle Hardware Installation Assistant (HIA)から帯域内インタ
フェースを使用してアップグレードするときに、Oracleサーバーによっては、実行
中のOracle ILOMのバージョンがHIAの画面に表示されないことがあります。

回避方法: Oracle ILOM Webインタフェースを使用して実行中のOracle ILOMの
バージョンを判別します。

HIAを使用してOracle ILOMを帯域内管理インタフェースからアップグレードするときにOracle ILOMのバージョンが表示されない
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Oracle ILOM 3.0.9ファームウェアに対する
更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.9ファームウェアリリースで追加された新しい機能につ
いて説明します。新しい機能を実装する手順を説明します。解決済みおよび既知の
問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳しく説明した、Oracle ILOM 3.0
ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 43ページの「Oracle ILOM 3.0.9の新機能」
■ 44ページの「Oracle ILOM 3.0.9の時点で解決済みの問題」
■ 45ページの「Oracle ILOM 3.0.9の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.9の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.9リリースで利用できる新機能を記載します。Oracle
ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載されているガイドも参照先とし
て示しています。

トピックの説明 参照先

モジュラーシャーシシステムのコン
ポーネントファームウェア更新機能の追
加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM
管理ガイド - Sun Blade 6000/Sun Blade 6048モ
ジュラーシステム』の「ファームウェアの更新手
順」

Sun Fire X4800システムのコンポーネント
ファームウェア管理機能の追加

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0補
足マニュアル Sun Fire X4800サーバー』

Oracle ILOMリモートコンソールでの新
しい国際キーボードサポート

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「リモートホスト管
理」の操作
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トピックの説明 参照先

Oracle ILOM CLIおよびWebインタ
フェースでの新しいシステム稼働時間表
示

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「CLIコマンドリ
ファレンス」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「Webインタ
フェースの概要」

Microsoft Windows 7クライアントおよび
Internet Explorer 8クライアントのサ
ポート

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「リモートホスト
のリダイレクションの管理とOracle ILOMリモート
コンソールのセキュリティー保護」

Oracle ILOM 3.0.9の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.9リリースで解決済みとなっている問題につい
て説明します。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と回避方法が存在する場
合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

リモートコンソールに関する解決済みの
問題

■ 44ページの「Oracle ILOMリモートコンソールの
セッションを回復できない」

Oracle ILOMリモートコンソールのセッションを回
復できない
CR 6867870

問題: Oracle ILOM 3.0.6より前のバージョンでは、ホストへのアクティブでない
Oracle ILOMリモートコンソールセッションを回復するときに問題が発生し、回避方
法としてホストサーバー SPのリブートしてセッションを回復することが必要でし
た。この問題に関する詳しい説明と回避方法は、28ページの「Oracle ILOMリモート
コンソールのセッションを回復できない」(19ページの「Oracle ILOM 3.0.4ファーム
ウェアに対する更新」の「既知の問題」のセクション)を参照してください

更新:次のいずれかのOracle ILOMファームウェアリリースを同梱している (サポート
している)すべてのOracleサーバーシステムで、SPをリブートしなくてもアクティブ
でないリモートコンソールセッションを回復できる修正が利用可能です。

■ Oracle ILOM 3.0.6

Oracle ILOM 3.0.9の時点で解決済みの問題
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■ Oracle ILOM 3.0.8
■ Oracle ILOM 3.0.9

サーバーにOracle ILOM 3.0.6以降がインストールされている場合は、Oracle ILOMリ
モートコンソールのアクティブでないセッションを解放および回復するのに最大 5
分間かかることがあります。ただし、ホストサーバーの電源がオフの場合は、Oracle
ILOMリモートコンソールセッションの回復に要する時間は約 15分間となりま
す。Oracle ILOMリモートコンソールセッションの回復に要する時間は、その時点の
ビデオトラフィックの量によって異なります。次の表は、Oracle ILOMリモートコン
ソールのセッションの解放と回復に要する時間のガイドラインをまとめたもので
す。

ビデオ画面トラフィック
リモートコンソールセッション
の推定回復時間 コンソールまたはホストのシナリオ

極度に多い

(ホストシステムと SPの間の
ビデオトラフィックが 30Kバ
イト/秒以上)

約 10秒 リモートコンソールの xtermウィンド
ウで「ls -R /」を実行しています

多い (ホストシステムと SPの
間で 1Kバイト/秒)

約 3分 リモートコンソールの表示が動的で
す。たとえば、マウスカーソルが点滅
しています。

標準 (ホストシステムと SPの
間で 500バイト/秒)

約 5分 リモートコンソールの表示が静的で
す。たとえば、キーボードやマウスの
操作や、リアルタイムのグラフィカル
表示がありません。

少ない (ホストシステムと SP
の間で 100バイト/秒)

約 11分 リモートコンソールの画面全体が黒ま
たは空白です。

非常に少ない (ホストシステ
ムと SPの間で 7バイト/秒)

約 15分 ホストの電源がオフになっています。

なし (ホストシステムと SPの
間で 0バイト)

約 6分 リモートコンソールセッションが一時
停止モードになっています (アクティブ
でないタブ)。

Oracle ILOM 3.0.9の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.9の時点で既知となっている問題について説明
します。各問題に固有の変更リクエスト (Change Request、CR) ID番号と回避方法が
存在する場合は、あわせて示します。

Oracle ILOM 3.0.9の時点で既知の問題
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トピックの説明 リンク

Oracle ILOMの FRUデータフィールドの
表示が空白になる

■ 46ページの「SPファームウェアを 3.0.3と 3.0.9の間
でダウングレードまたはアップグレードしたあとで
DIMM FRUデータフィールドが空白になる」

ヘルプコマンドの構文が無効の場合
に、役に立たない出力が表示される

■ 46ページの「無効なヘルプコマンド (help /SP
system_contact=test)を実行すると役に立たない出
力が表示される」

Webブラウザのセキュリティー設定が有
効になっているとスナップショット
ユーティリティーで SPのデータを収集
できない

■ 47ページの「IE Webブラウザのセキュリティーオ
プションが有効になっているとサービススナップ
ショットユーティリティーで SPのデータを収集で
きない」

SPファームウェアを3.0.3と3.0.9の間でダウング
レードまたはアップグレードしたあとでDIMM
FRUデータフィールドが空白になる
CR 6913593、CR 6850456、CR 6916007

問題:プラットフォームサーバーによっては、Oracle ILOM SPファームウェアを 3.0.3
と 3.0.9の間でアップグレードまたはダウングレードするときに「Delay BIOS

Update」オプションを有効にしていると、Oracle ILOMのDIMM FRUデータフィール
ドが空白になることがあります。

回避方法:次の手順を実行します。

1. Oracle ILOM 3.0.3と 3.0.9の間でダウングレードまたはアップグレードを行う前
に、ホストの電源を切ります。

2. Oracle ILOMファームウェアのダウングレードまたはアップグレードを行うとき
に、ファームウェアのオプション「Delay BIOS Update」が有効になっていないこ
とを確認します。

無効なヘルプコマンド (help /SP
system_contact=test)を実行すると役に立たない
出力が表示される
CR 6884556、CR 6923383

問題:無効な helpコマンド、たとえば help /SP system_contact=testを実行する
と、役に立たない出力が表示されます。

SPファームウェアを 3.0.3と 3.0.9の間でダウングレードまたはアップグレードしたあとでDIMM FRUデータフィールドが空白にな
る
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回避方法: help /SP system_contactの正しい構文を使用します。

IE Webブラウザのセキュリティーオプションが有
効になっているとサービススナップショット
ユーティリティーで SPのデータを収集できない
CR 6877868

問題: Internet Explorer (IE) Webブラウザのセキュリティーオプションのうち、「暗号
化されたページをディスクに保存する」が有効になっている場合は、サービスス
ナップショットユーティリティーを使用して SPデータを収集しようとしたときに次
のエラーメッセージが表示されます。

Internet Explorer cannot download mdccvm02i - snapshot.cgi?dataset=ioh.Internet

Explorer was not able to open this Internet site.The requested site is either

unavailable or cannot be found.Please try again later.

回避方法:サービススナップショットユーティリティーを使用して SPデータを収集
する前に、Internet Explorer Webブラウザのセキュリティーオプション「暗号化され
たページをディスクに保存しない」(「ツール」 >「インターネットオプション」 >
「詳細設定」タブ)を無効にしてください。

IE Webブラウザのセキュリティーオプションが有効になっているとサービススナップショットユーティリティーで SPのデータを
収集できない
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Oracle ILOM 3.0.10ファームウェアに対す
る更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.10ファームウェアリリースで追加された新しい機能に
ついて説明します。新しい機能を実装する手順を説明します。解決済みおよび既知
の問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳しく説明した、Oracle ILOM
3.0ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 49ページの「Oracle ILOM 3.0.10の新機能」
■ 50ページの「Oracle ILOM 3.0.10の時点で解決済みの問題」
■ 51ページの「Oracle ILOM 3.0.10の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.10の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.10リリースで利用できる新機能を記載します。Oracle
ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載されているガイドも参照先とし
て示しています。

トピックの説明 参照先

電源管理CMMの用語、Webレイアウ
ト、およびCLIプロパティーの更新

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ハードウェアイン
タフェースの電力の監視および管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「電力監視およ
びハードウェアインタフェースの管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「電力監視およ
びハードウェアインタフェースの管理」

シャーシコンポーネントファームウェアを
集中管理するための新しいインタフェース

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0保
守と診断 - CLIおよびWebガイド』の「ファーム
ウェアの更新」
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トピックの説明 参照先

新しい SAS-2ゾーニング管理機能がOracle
ILOM CMM 3.0.10から使用可能

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ストレージ監視お
よびゾーン管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ストレージコ
ンポーネントおよび Zone Managerの監視」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ストレージコ
ンポーネントおよび Zone Managerの監視」

CMMまたはブレードに固有のCMM CLI
プロンプトを作成可能

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「CLIの概要」

Oracle ILOM 3.0.10の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.10リリースで解決済みとなっている問題につ
いて説明します。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と回避方法が存在する
場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

無効なCLI helpコマンド構文に対する表
示出力の修正

■ 50ページの「無効なヘルプコマンド (help /SP
system_contact=test)を実行すると役に立たない出
力が表示される」

IPMItool sunoem CLIに対して forceオプ
ションを使用可能

■ 51ページの「IPMItool sunoem CLIはすべての
セッションスロットがビジーのときに拒否されるこ
とがある」

無効なヘルプコマンド (help /SP
system_contact=test)を実行すると役に立たない
出力が表示される
CR 6884556

問題:無効なCLI helpコマンド、たとえば help /SP system_contact=testを実行する
と、役に立たない出力が表示されます。

更新: CLI help機能はOracle ILOM 3.0.10で更新されました。CLIで helpコマンドに対
して無効な構文を入力すると、次のメッセージと使い方の情報が表示されます。

Oracle ILOM 3.0.10の時点で解決済みの問題
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help: Invalid command syntax Usage: help [-o|-output terse|verbose]

[<command>|legal|targets|<target>|<target> <property>]

IPMItool sunoemCLIはすべてのセッションスロット
がビジーのときに拒否されることがある
CR 6884556

問題: IPMItool sunoem CLIが、すべてのセッションスロットがビジーのようであると
いう理由で拒否されることがあります。

更新: IPMItool sunoem CLIはOracle ILOM 3.0.10で修正され、forceコマンドが追加さ
れました。このコマンドは、新しいセッションを起動できるように、その時点で実
行中の IPMI sunoem CLIセッションを閉じます。forceコマンドを実行するに
は、forceという単語を引数として指定してCLIを起動します。

例:

ipmitool -I open sunoem cli force version

Oracle ILOM 3.0.10の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.10の時点で既知となっている問題について説
明します。各問題に固有の変更リクエスト (Change Request、CR) ID番号と回避方法
が存在する場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

DVDコンテンツを Solarisクライアント
リダイレクトから見ることができない

■ 52ページの「SolarisクライアントからRHELホスト
へのDVDリダイレクトで手動マウントが必要にな
る」

64ビット JDKの使用時はOracle ILOM
CLI Storage Redirectionの起動に失敗する

■ 52ページの「Storage Redirection CLIサービスを正常
に起動するには 32ビット JDKが必要」

64ビット JDKの使用時はOracle ILOMリ
モートコンソールの起動に失敗する

■ 54ページの「Oracle ILOMリモートコンソールを正
常に起動するには 32ビット JDKが必要」

Internet Explorer 6でOracle ILOM 3.0 Web
インタフェースを起動できない

■ 56ページの「Internet Explorer 6を使用しているとき
にOracle ILOM Webインタフェースから SPに接続
できない」

Oracle ILOM 3.0.10の時点で既知の問題
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SolarisクライアントからRHELホストへのDVDリ
ダイレクトで手動マウントが必要になる
CR 6876387

問題: DVD (物理ドライバまたはイメージファイル)をOracle SolarisからRed Hat
Enterprise Linux (RHEL)にリダイレクトするときに、フロッピーとCD-ROMのアイコ
ンはRHELに表示されますが、CD-ROMアイコンをクリックしてもDVDの内容を見
ることができません。

更新: DVDの内容を見るには、DVDデバイスを手動でマウントする必要がありま
す。次の手順を使用して、DVDを手動でマウントします。

▼ DVDデバイスを手動でマウントする

lsscsiコマンドを使用してDVDのデバイス名を調べます。
たとえば、lsscsiの出力は次のようになります。

[5:0:0:0] cd/dvd AMI Virtual CDROM 1.00 /dev/scd1

この例のデバイス名: /dev/scd1

マウントポイントとなる新しいディレクトリを作成するか、既存のディレクトリを
使用します。

例:

/mnt

DVDデバイスをマウントします。
例:

# mount /dev/scd1 /mnt

mount: block device /dev/scd1 is write-protected, mounting read-only

DVDの内容は /mntの下に表示されます。

Storage Redirection CLIサービスを正常に起動する
には32ビット JDKが必要
CR 6938720

問題: Oracle ILOMの Storage Redirection CLI機能のサービスを起動するときに、64
ビットの JDKファイルタイプが指定されているとサービスの起動に失敗します。

1

2

3

Solarisクライアントから RHELホストへのDVDリダイレクトで手動マウントが必要になる
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回避方法: 32ビットの JDKファイルタイプを指定して Storage Redirectionサービスを
起動します。FireFox Webブラウザまたは Internet Explorer Webブラウザの使用時に
32ビット JDKファイルタイプを指定する手順は次のとおりです。

▼ Firefox Webブラウザを使用して Storage Redirectionサービスを起
動するには32ビットの JDKファイルを指定する

Oracle ILOM Webブラウザで、Storage Redirectionサービスを起動します。

たとえば、「Remote Console」 >「Redirection」をクリックし、「Launch
Redirection」ページの「Launch Service」をクリックします。

注 – Storage Redirectionサービスの起動方法の詳細については、『Oracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.0リモートリダイレクションコンソール - CLIおよびWeb
ガイド』の「Oracle ILOM Storage Redirection CLIをはじめて使用する場合のセット
アップ」を参照してください。

■ サービスを起動するために選択されたファイルの種類を示すダイアログが表示さ
れます。

このダイアログで次を実行します。

a. 「Open with...」をクリックして 32ビット JDKファイルを指定します。

b. 「Do this automatically for files like this from now on」チェックボックスを
選択します。

▼ Internet Explorer Webブラウザを使用して Storage Redirection
サービスを起動するには32ビットの JDKファイルを指定する

注 – Oracle ILOMの Storage Redirection CLI機能を起動する前に、次の手順を実行しま
す。ここに示した手順は、Windowsエクスプローラーを使用して、Oracle ILOMの
Storage Redirectionサービスに対して 32ビット JDKファイルタイプを登録する方法の
説明です。

Windowsクライアントで、Windowsエクスプローラー (Internet Explorerではありませ
ん)を開きます。

Windowsエクスプローラーダイアログで、「ツール」>「フォルダーオプション」
を選択し、「ファイルの種類」タブを選択します。

1

2

1

2

Storage Redirection CLIサービスを正常に起動するには 32ビット JDKが必要
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「ファイルの種類」タブで、次を実行します。

a. 「登録されているファイルの種類」リストで「JNLP」ファイルの種類を選択
し、「変更」をクリックします。

b. 「ファイルを開くプログラムの選択」ダイアログの「参照」をクリックして、32
ビット JDKファイルを選択します。

c. 「この種類のファイルを開くときは、選択したプログラムをいつも使
う」チェックボックスを選択します。

d. 「OK」をクリックし、Oracle ILOM Webインタフェースで Storage Redirection用の
サービスを起動します。

詳細は、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0リモートリダイレク
ションコンソール - CLIおよびWebガイド』の「Oracle ILOM Storage Redirection
CLIをはじめて使用する場合のセットアップ」を参照してください。

Oracle ILOMリモートコンソールを正常に起動する
には32ビット JDKが必要
CR 6938720

問題: 64ビット JDKファイルタイプがWebブラウザで指定されていると、Oracle
ILOMリモートコンソール機能の起動に失敗します。

回避方法: 32ビットの JDKファイルタイプを指定してOracle ILOMリモートコン
ソールを起動します。FireFox Webブラウザまたは Internet Explorer Webブラウザの使
用時に 32ビット JDKファイルタイプを指定する手順は次のとおりです。

▼ Firefox Webブラウザを使用してOracle ILOMリモートコンソール
を起動するには32ビットの JDKファイルを指定する

Oracle ILOM Webブラウザで、Oracle ILOMリモートコンソールを起動します。
たとえば、「Remote Console」 >「Redirection」をクリックし、「Launch
Redirection」ページの「Launch Remote Console」をクリックします。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールを起動する方法については、『Oracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.0リモートリダイレクションコンソール - CLIおよびWeb
ガイド』の「Oracle ILOMリモートコンソールの起動およびKVMSデバイスのリダイ
レクト」を参照してください。

3

1

Oracle ILOMリモートコンソールを正常に起動するには 32ビット JDKが必要
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■ プログラム起動用に選択されているファイルタイプを示すダイアログが表示され
ます。

このダイアログで次を実行します。

a. 「Open with...」をクリックして 32ビット JDKファイルを指定します。

b. 「Do this automatically for files like this from now on」チェックボックスを選択しま
す。

▼ Internet Explorer Webブラウザを使用してOracle ILOMリモートコ
ンソールを起動するには32ビットの JDKファイルを指定する

注 –次の手順を、Oracle ILOMでOracle ILOMリモートコンソール機能を起動する前
に実行します。ここに示した手順は、Windowsエクスプローラーを使用して、Oracle
ILOMのOracle ILOMリモートコンソール機能のための 32ビット JDKファイルタイプ
を登録する方法の説明です。

Windowsクライアントで、Windowsエクスプローラー (Internet Explorerではありませ
ん)を開きます。

Windowsエクスプローラーダイアログで、「ツール」>「フォルダーオプション」
を選択し、「ファイルの種類」タブを選択します。

「ファイルの種類」タブで、次を実行します。

a. 「登録されているファイルの種類」リストで「JNLP」ファイルの種類を選択
し、「変更」をクリックします。

b. 「ファイルを開くプログラムの選択」ダイアログの「参照」をクリックして、32
ビット JDKファイルを選択します。

c. 「この種類のファイルを開くときは、選択したプログラムをいつも使
う」チェックボックスを選択します。

d. 「OK」をクリックし、Oracle ILOM Webインタフェースで Storage Redirection用の
サービスを起動します。

詳細は、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0リモートリダイレク
ションコンソール - CLIおよびWebガイド』の「Oracle ILOMリモートコンソール
の起動およびKVMSデバイスのリダイレクト」を参照してください。

2

1

2

3

Oracle ILOMリモートコンソールを正常に起動するには 32ビット JDKが必要
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Internet Explorer 6を使用しているときにOracle
ILOM Webインタフェースから SPに接続できない
CR 6934155

問題: Oracle ILOMでの SSLセキュリティーが強化されたため、Internet Explorer (IE) 6
ではHTTPS経由でOracle ILOM SP Webインタフェースを起動することができませ
ん。

回避方法:次のいずれかを実行します。

■ Internet Explorerを新しいバージョンにアップグレードしてからOracle ILOM SP
Webインタフェースを起動します。

■ 別のWebブラウザ、たとえば Firefox 2.0を使用してOracle ILOM SP Webインタ
フェースを起動します。

■ Oracle ILOM SP CLIで weak_ciphers設定を有効にしてから、IE 6を使用してOracle
ILOM SP Webインタフェースを起動します。
Oracle ILOM CLIで weak_ciphersの設定を有効にするには、次を入力します。

-> set /SP/services/https weak_ciphers=enabled

■ IE 6からHTTP経由でOracle ILOM SP Webインタフェースを起動する。
IE 6からHTTP経由でOracle ILOM SP Webインタフェースを起動するには、最初
に、Oracle ILOM SP CLIでHTTPを有効にし、リダイレクトを無効にする必要があ
ります。

Oracle ILOM SP CLIでHTTPを有効にし、リダイレクトを無効にするには、次を入
力します。

-> set /SP/services/http secureredirect=disabled servicestate=enabled

Internet Explorer 6を使用しているときにOracle ILOM Webインタフェースから SPに接続できない
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Oracle ILOM 3.0.12およびOracle ILOM 3.0.14
ファームウェアに対する更新

この章では、Oracle ILOM 3.0.12およびOracle ILOM 3.0.14のファームウェアリリース
で追加された新しい機能について説明します。新しい機能を実装する手順を説明し
ます。解決済みおよび既知の問題についても説明します。さらに、新しい機能を詳
しく説明した、Oracle ILOM 3.0ドキュメントの参照先も示しています。

この章には、次のトピックが含まれています。

■ 57ページの「Oracle ILOM 3.0.12およびOracle ILOM 3.0.14の新機能」
■ 58ページの「Oracle ILOM 3.0.14の時点で解決済みの問題」
■ 65ページの「Oracle ILOM 3.0.12の時点で既知の問題」

Oracle ILOM 3.0.12およびOracle ILOM 3.0.14の新機能
次の表に、Oracle ILOM 3.0.12およびOracle ILOM 3.0.14の各リリースで利用できる新
機能を記載します。Oracle ILOM 3.0ドキュメントセットで各機能の説明が記載され
ているガイドも参照先として示しています。

トピックの説明 参照先

Oracle ILOM 3.0.12から、IPv4および IPv6
のネットワーク環境でOracle ILOMを完全
に動作させる新しいデュアルスタック
IPv4/IPv6設定が提供されています。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ネットワーク設
定」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ネットワーク
設定の構成」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ネットワーク
設定を構成する」
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トピックの説明 参照先

Oracle ILOM 3.0.14から、SPARC
サーバーの LDom構成を表示および管理す
るための新しいOracle ILOM CLI/Webイン
タフェースが提供されています。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「リモートホスト管
理」の操作

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「SPARC
サーバーでのTPMと LDomの状態の管理」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「SPARC
サーバーでのTPMと LDomの状態を管理する」

Oracle ILOM 3.0.12から、サーバーへの
ネットワーク管理 (NET MGT)接続を使用せ
ずに、ホストOSからローカルでOracle
ILOMと通信できるようにする新しい通信
チャネル「ローカル相互接続インタ
フェース」が提供されています

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 -概念ガイド』の「ネットワーク設
定」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - CLI手順ガイド』の「ネットワーク
設定の構成」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日
常的な管理 - Web手順ガイド』の「ネットワーク
設定を構成する」

Oracle ILOM 3.0.14から、Oracle Sunでサ
ポートされるCIMクラスの名前が Sun_xxx
からOracle_xxxに変更されました

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0プ
ロトコル管理 - SNMP、IPMI、CIM、WS-MANガ
イド』の「Oracle SunでサポートされるCIMクラ
ス」

Oracle ILOM 3.0.14の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.14リリースの時点で解決済みになっている問
題について説明します。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と更新が存在す
る場合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

BIOSアップグレードが遅延される ■ 60ページの「SPのリブート後、BIOSアップグ
レードが遅延される」

外部シリアルポート設定がリセットされ
ない

■ 60ページの「外部シリアルポート設定がデフォル
ト値にリセットされない」

1時間平均消費電力に 1時間未満の増加
分が反映されていない

■ 60ページの「1時間ごとの平均電力のタイムスタン
プに 1時間未満の増加分が反映されない」

Oracle ILOM 3.0.14の時点で解決済みの問題
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トピックの説明 リンク

Windowsクライアント上でOracle ILOM
リモートコンソールがハングアップする
ことがある

■ 61ページの「CD-ROMイメージやフロッピーイ
メージをリダイレクトするときに、Windowsクライ
アントでOracle ILOMリモートコンソールがハング
アップすることがある」

Oracle ILOMファームウェアのアップグ
レード後にホスト電源状態を取得できな
い

■ 61ページの「Oracle ILOMファームウェアを 2.0か
ら 3.0にアップグレードしたあとでホスト電源状態
を取得できない」

構成後にアクセスページエラーが表示さ
れる:不明なセンサー LEDステータス

■ 61ページの「構成後のアクセスページエラー:シス
テムを IPMItoolから監視するときに不明なセンサー
LEDステータスが表示される」

バックアップおよび復元後にコンソール
エラーが表示される

■ 62ページの「バックアップと復元の実行後にコン
ソールエラーが表示される」

Windows Server 2008 R2のシステムイベン
トログに警告メッセージが出力される

■ 62ページの「Oracle ILOM Power Managementで電力
を制限している場合、Windows Server 2008 R2に
よってシステムイベントログに警告メッセージが生
成される」

ストレージ監視情報を表示するときに 5
分間の遅延が発生することがある

■ 62ページの「ストレージ監視情報を表示するとき
に 5分間の遅延が発生する」

HIAを使用してOracle ILOMをアップグ
レードするときにOracle ILOMの
バージョンが表示されない

■ 63ページの「HIAを使用してOracle ILOMを帯域内
管理インタフェースからアップグレードするときに
Oracle ILOMのバージョンが表示されない」

SPファームウェアのダウングレードまた
はアップグレード後にDIMM FRUデータ
フィールドが空白になる

■ 63ページの「SPファームウェアを 3.0.3と 3.0.9の間
でダウングレードまたはアップグレードしたあとで
DIMM FRUデータフィールドが空白になる」

IE Webブラウザを使用しているときは
サービススナップショットユーティリ
ティーで SPデータを収集できない

■ 64ページの「IE Webブラウザのセキュリティーオ
プションが有効になっているとサービススナップ
ショットユーティリティーで SPのデータを収集で
きない」

64ビット JDKの使用時はOracle ILOM
CLI Storage Redirectionの起動に失敗する

■ 64ページの「Storage Redirectionには 32ビット JDK
が必要であることを説明するドキュメントの更新」

64ビット JDKの使用時はOracle ILOMリ
モートコンソールの起動に失敗する

■ 64ページの「Oracle ILOMリモートコンソールには
32ビット JDKが必要であることを説明するド
キュメントの更新」

Oracle ILOM 3.0.14の時点で解決済みの問題
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トピックの説明 リンク

DVDリダイレクトに手動マウントが必要
になる

■ 65ページの「SolarisクライアントからRHELホスト
へのDVDリダイレクトで手動マウントが必要にな
る」

IE 6を使用しているときはOracle ILOM
Webインタフェースから SPに接続でき
ない

■ 65ページの「Internet Explorer 6を使用しているとき
にOracle ILOM Webインタフェースから SPに接続
できない」

SPのリブート後、BIOSアップグレードが遅延さ
れる
CR 6813514

問題: SPファームウェアをアップグレードするときに、BIOSファームウェアをすぐ
にアップグレードするか、BIOSアップグレードをあとで行うかを選択できま
す。BIOSをすぐにアップグレードすることを選択した場合は、SPファームウェアが
アップグレードされ、ホストの電源が強制的にオフになり、SPがリブートしま
す。BIOSアップグレードをあとで行うことを選択した場合は、SPファームウェアが
アップグレードされて SPがリブートします。

更新:この問題は予期されるとおりのシステム動作であり、修正は行われません。回
避方法については、16ページの「SPのリブート後、BIOSアップグレードが遅延され
る」を参照してください。

外部シリアルポート設定がデフォルト値にリ
セットされない
CR 6676339

問題: reset_to_defaultsコマンドを使用するとOracle ILOM構成をデフォルト値にリ
セットできます。ただし、外部シリアルポート設定は reset_to_defaults操作の実行
時にリセットされません。

更新:シリアルポート設定は、reset_to_defaults操作の実行時に出荷時のデフォルト
である 9600ボーレートに戻されるようになりました。

1時間ごとの平均電力のタイムスタンプに1時間
未満の増加分が反映されない
CR 6803961

SPのリブート後、BIOSアップグレードが遅延される
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問題: CLIを使用してCMMにログインしたときに、1時間ごとの電力履歴の中にタイ
ムスタンプが 1時間進んだ時間になっているものがあります。このエントリは、前
回のタイムスタンプから現在までの平均電力を表しています。

更新:この問題は予期されるとおりのシステム動作であり、修正は行われません。こ
の問題に対する回避方法はありません。

CD-ROMイメージやフロッピーイメージをリダイ
レクトするときに、Windowsクライアントで
Oracle ILOMリモートコンソールがハングアップす
ることがある
CR 6806444

問題: Windowsクライアントを使用してCD-ROMイメージまたはフロッピーイ
メージをOracle ILOMリモートコンソールからリダイレクトするときに、Oracle
ILOMリモートコンソールが応答しなくなることがあります。

更新:この問題は修正済みです。

Oracle ILOMファームウェアを2.0から3.0に
アップグレードしたあとでホスト電源状態を取得
できない
CR 6858008

問題: SPファームウェアをOracle ILOM 2.0から 3.0に更新すると、アップグレード完
了後はOracle ILOM Webインタフェースでリモートホストの電源状態を取得できなく
なることがあります。この問題が発生した場合は、「Remote Power Control」タブに
空白のページが表示されます。

更新:この問題は予期されるとおりのシステム動作であり、修正は行われません。回
避方法については、34ページの「Oracle ILOMファームウェアを 2.0から 3.0にアップ
グレードしたあとでホスト電源状態を取得できない」を参照してください。

構成後のアクセスページエラー:システムを
IPMItoolから監視するときに不明なセンサー LED
ステータスが表示される
CR 6848980

構成後のアクセスページエラー:システムを IPMItoolから監視するときに不明なセンサー LEDステータスが表示される
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問題: IPMItoolを使用してOracleサーバーを監視しているときに、不明なセンサー
LEDステータスがOracle ILOM Webインタフェースに表示されます。この問題が発
生する可能性があるのは、SPと IPMI KCSインタフェースが同時にオペレーティング
システム (OS)から実行されているときです。このような構成の結果として、IPMI
メッセージが SPにオーバーロードされます。

更新:これは報告済みであり、Oracle ILOM 3.0.6で修正されました。

バックアップと復元の実行後にコンソールエ
ラーが表示される
CR 6847309

問題: Oracle ILOM構成のバックアップと復元の実行後に、次のコンソールエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

bind (udp): Address already in use

更新:これはOracle ILOM 3.0.6の既知の問題として報告済みです。これは問題のない
エラーメッセージであり、Oracle ILOM 3.0.10では再現されなくなりました。

Oracle ILOM Power Managementで電力を制限して
いる場合、Windows Server 2008 R2によってシステ
ムイベントログに警告メッセージが生成される
CR 6881284

問題: Oracle ILOM Power Management機能によって電力が制限されているときに、プ
ロセッサが制限されていることをユーザーに知らせる警告メッセージがWindows
Server 2008 R2オペレーティングシステムのシステムイベントログに出力されます。

更新:この問題は予期されるとおりのシステム動作であり、修正は行われません。こ
の問題に対する回避方法はありません。

ストレージ監視情報を表示するときに5分間の遅
延が発生する
CR 6870530

問題: Oracle ILOM CLIまたはWebインタフェースで、ストレージ監視情報が表示さ
れるまでに、または最新の状態に更新されるまでに、最大 5分間の遅延が発生する
ことがあります。この遅延は一般的に、次のあとに発生します。

バックアップと復元の実行後にコンソールエラーが表示される
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■ Oracle ILOM 3.0.6以降にアップグレードし、必須のシステム管理パックをインス
トールした。

または

■ RAIDまたはディスクの情報が更新されたあとでシステムに対するクエリーを実
行した。

更新:この問題は予期されるとおりのシステム動作であり、修正は行われません。こ
の 5分間の遅延が発生するのは、必須のシステム管理パックのインストール後やシ
ステムに対するRAIDまたはディスクの更新後のみです。

HIAを使用してOracle ILOMを帯域内管理インタ
フェースからアップグレードするときにOracle
ILOMのバージョンが表示されない
CR 6867109

問題: Oracle ILOMをOracle Hardware Installation Assistant (HIA)から帯域内インタ
フェースを使用してアップグレードするときに、Oracleサーバーによっては、実行
中のOracle ILOMのバージョンがHIAの画面に表示されないことがあります。

更新:この問題は予期されるとおりのシステム動作であり、修正は行われませ
ん。Oracle ILOM Webインタフェースを使用して実行中のOracle ILOMのバージョン
を判別します。

SPファームウェアを3.0.3と3.0.9の間でダウング
レードまたはアップグレードしたあとでDIMM
FRUデータフィールドが空白になる
CR 6913593、CR 6850456、CR 6916007

問題:プラットフォームサーバーによっては、Oracle ILOM SPファームウェアを 3.0.3
と 3.0.9の間でアップグレードまたはダウングレードするときに「Delay BIOS

Update」オプションを有効にしていると、Oracle ILOMのDIMM FRUデータフィール
ドが空白になることがあります。

更新:これはOracle ILOM 3.0.9の既知の問題として報告済みです。この問題はOracle
ILOM 3.0.9の時点で修正されており、回避方法の手順が『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0機能更新およびリリースノート』に追加されています。回避方法
については、46ページの「SPファームウェアを 3.0.3と 3.0.9の間でダウングレード
またはアップグレードしたあとでDIMM FRUデータフィールドが空白になる」を参
照してください

SPファームウェアを 3.0.3と 3.0.9の間でダウングレードまたはアップグレードしたあとでDIMM FRUデータフィールドが空白にな
る
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IE Webブラウザのセキュリティーオプションが有
効になっているとサービススナップショット
ユーティリティーで SPのデータを収集できない
CR 6877868

問題: Internet Explorer (IE) Webブラウザのセキュリティーオプションのうち、「暗号
化されたページをディスクに保存しない」が有効になっている場合は、サービスス
ナップショットユーティリティーを使用して SPデータを収集しようとしたときにエ
ラーメッセージが表示されます。

更新:これはOracle ILOM 3.0.9の既知の問題として報告済みです。この問題はOracle
ILOM 3.0.9の時点で修正されており、回避方法の手順が『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0機能更新およびリリースノート』に追加されています。回避方法
については、47ページの「IE Webブラウザのセキュリティーオプションが有効に
なっているとサービススナップショットユーティリティーで SPのデータを収集でき
ない」を参照してください。

Storage Redirectionには32ビット JDKが必要であ
ることを説明するドキュメントの更新
CR 6938720

問題: Oracle ILOMの Storage Redirection CLI機能のサービスを起動するときに、64
ビットの JDKファイルタイプが指定されているとサービスの起動に失敗します。

更新:『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日常的な管理 - CLI手順ガイ
ド』に追加された手順の中で、Firefox Webブラウザまたは Internet Explorer Webブラ
ウザの使用時に 32ビットの JDKファイルを指定するようユーザーに指示していま
す。

Oracle ILOMリモートコンソールには32ビット JDK
が必要であることを説明するドキュメントの更新
CR 6938720

問題: 64ビット JDKファイルタイプがWebブラウザで指定されていると、Oracle
ILOMリモートコンソール機能の起動に失敗します。

更新:『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日常的な管理 - Web手順ガイ
ド』に追加された手順の中で、Firefox Webブラウザまたは Internet Explorer Webブラ
ウザの使用時に 32ビットの JDKファイルを指定するようユーザーに指示していま
す。

IE Webブラウザのセキュリティーオプションが有効になっているとサービススナップショットユーティリティーで SPのデータを
収集できない
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SolarisクライアントからRHELホストへのDVDリ
ダイレクトで手動マウントが必要になる
CR 6876387

問題: DVD (物理ドライバまたはイメージファイル)をOracle SolarisからRed Hat
Enterprise Linux (RHEL)にリダイレクトするときに、フロッピーとCD-ROMのアイコ
ンはRHELに表示されますが、CD-ROMアイコンをクリックしてもDVDの内容を見
ることができません。

更新:これはOracle ILOM 3.0.10の既知の問題として報告済みです。この問題はOracle
ILOM 3.0.10の時点で修正されており、回避方法の手順が『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0機能更新およびリリースノート』に追加されています。回避方法
については、52ページの「SolarisクライアントからRHELホストへのDVDリダイレ
クトで手動マウントが必要になる」を参照してください。

Internet Explorer 6を使用しているときにOracle
ILOM Webインタフェースから SPに接続できない
CR 6934155

問題: Oracle ILOMでの SSLセキュリティーが強化されたため、Internet Explorer (IE) 6
ではHTTPS経由でOracle ILOM SP Webインタフェースを起動することができませ
ん。

更新:これはOracle ILOM 3.0.10の既知の問題として報告済みです。この問題はOracle
ILOM 3.0.10の時点で修正されており、回避方法の手順が『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0機能更新およびリリースノート』に追加されています。回避方法
については、56ページの「Internet Explorer 6を使用しているときにOracle ILOM Web
インタフェースから SPに接続できない」を参照してください。

Oracle ILOM 3.0.12の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.12ファームウェアリリースの時点での既知の
問題について説明します。各問題の変更リクエスト (CR) ID番号と説明をあわせて示
します。

トピックの説明 リンク

Sun Blade 6048モジュラーシステムでのセ
ンサーの読み取りの制限

■ 66ページの「Sun Blade 6048モジュラーシステム:
シャーシの電力センサーの読み取りの制限」

Oracle ILOM 3.0.12の時点で既知の問題
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Sun Blade 6048モジュラーシステム:シャーシの電
力センサーの読み取りの制限
CR 6654869

影響を受けるPSUセンサーの読み取り値: psX.ac_watts、psX.dc_watts、および
psX.peff

制限: CLIの利用可能な PSUセンサーの読み取りの場合は、PSU XがAC電源入力を利
用できる状態で、PSUの各サイドに少なくとも 25アンペアの電流がある必要があり
ます。各サイドで電流が 25アンペアより低い場合は、シャーシ全体の測定を正確に
計算できないため、影響を受ける PSUセンサーに「Not Readable」と表示されま
す。

PSU 0または PSU 1に「Not Readable」が表示された場合は、CLIのシャーシセン
サー ch.ac_wattsおよび ch.dc_wattsでも「Not Readable」が表示されます。

また、Webインタフェース (「System Monitoring」 >「Power Management」 >
「Advanced Powered Metrics」)では、次のプロパティーのセンサー情報が表示されま
せん。

■ 「Chassis DC Consumed Power」 >「ch.dc_watts」
■ 「Chassis AC Consumed Power」 >「ch.ac_watts」
■ 「PSU 0 AC Consumed Power」 >「ps0.ac_watts」
■ 「PSU 0 DC Consumed Power」 >「ps0.dc_watts」
■ 「PSU 0 Power Efficiency」 >「ps0.peff」
■ 「PSU 1 AC Consumed Power」 >「ps1.ac_watts」
■ 「PSU 1 DC Consumed Power」 >「ps1.dc_watts」
■ 「PSU 1 Power Efficiency」 >「ps1.peff」

注 – PSUが取り付けられていないか、シャーシから引き抜かれている場合は、そ
の PSUの電力の読み取り値はユーザーインタフェースに表示されません。

一般的に、PSUセンサーの読み取りを行うには、シャーシにブレードサーバーモ
ジュールが半分以上割り当てられている必要があります。

Sun Blade 6048モジュラーシステム:シャーシの電力センサーの読み取りの制限
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Oracle ILOM 3.0.16ファームウェアに対す
る更新

Oracle ILOM 3.0.16ファームウェアリリースは、報告された問題に対する修正のみが
行われ、新機能は含まれていません。

このセクションのトピックは次のとおりです。

■ 67ページの「ILOM 3.0.16の時点で解決済みの問題」
■ 77ページの「Oracle ILOM 3.0.16の時点で既知の問題」
■ 79ページの「Oracle ILOMドキュメントライブラリの強化」

ILOM 3.0.16の時点で解決済みの問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.16リリースの時点で解決済みとなっている問
題について説明します。各問題に固有の変更リクエスト (CR) ID番号と更新が存在す
る場合は、あわせて示します。

説明 リンク

クリティカルなしきい値を超えたときに
エラーが報告されない

■ 69ページの「ソフトしきい値 (クリティカル)を超
えたときにエラーが報告されない」

SNMP認証パスワードがイベントログで
平文として表示される

■ 69ページの「イベントリストで SNMP認証パス
ワードが平文として表示される」

顧客の FRUデータを設定したあと
に、Oracle ILOMユーザーインタ
フェースがハングアップする

■ 69ページの「顧客の FRUデータを設定すると
ユーザーインタフェースがハングアップする」

サーバー SPのリブート後にインス
トールレコードが自動的に作成される

■ 70ページの「サーバー SPのリブート後にインス
トールレコードが作成される」

ポート走査でTCP UDPポートが検出さ
れない

■ 70ページの「UDPポート 781と 782が検出されな
い」

CMM Webインタフェースで、IPv6に無
効な組み合わせの設定を使用できる

■ 70ページの「Webインタフェースでの IPv6設定で
無効な組み合わせのオプションを使用できる」
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説明 リンク

SNMPv3トラップでAES暗号化がサ
ポートされていない

■ 71ページの「SNMPv3トラップでAES暗号化が機能
しない」

loadコマンドのヘルプテキストにエ
ラーメッセージが表示される

■ 71ページの「loadコマンドのヘルプテキストにコ
マンドエラーメッセージが表示される」

CMM Webインタフェースから IPv4
ネットワーク設定を行うと失敗する

■ 71ページの「CMM Webインタフェースからブ
レードの IPv4ネットワーク設定を実行できない」

IPv6のプロパティーと値がOracle ILOM
CLIに表示されない

■ 72ページの「IPv6 CLIのプロパティーと値が表示さ
れない」

LDAP構成の設定を変更したあとにログ
インが失敗する

■ 72ページの「LDAPの変更後にOracle ILOMにログ
インできない」

電子メール警告が正しくフィルタされな
い

■ 73ページの「電子メール警告のイベントフィルタ
リングが機能しない」

IPv6の自動構成の場合に、不適切なCLI
プロパティー値が表示される

■ 73ページの「DHCPv6を構成していないときに IPv6
の自動構成の値が noneと表示される」

サーバーのブート後に問題のない IPv6構
成エラーメッセージが表示される

■ 73ページの「SPのブート時に IPv6の構成がないと
いうエラーメッセージが表示される」

ファームウェアのアップグレードに関す
るWebインタフェースボタンが非表示に
ならない

■ 74ページの「ファームウェアイメージのアップ
ロード中に「URL」ボタンが有効のまま」

FRUデータの拡張機能をOracle ILOM
ファームウェアVersion 3.0.16で使用でき
る

■ 74ページの「Fault Management Shellの拡張 FRU情
報」

警告ルールデータが復元されない ■ 74ページの「復元処理で警告ルールが復元されな
い」

障害の解消後に重複する SNMPトラップ
が作成される

■ 74ページの「障害ステータスを解消したあとに 2つ
の同じ SNMPトラップが作成される」

拡張RADIUS認証の IPv6構成のサポート ■ 75ページの「RADIUS IPv6認証の拡張」

WebインタフェースでのActive Directory
グループ名が 180文字をサポート

■ 75ページの「128文字をサポートする「Active
Directory Group Names」の拡張」

DHCPv6を有効にし直したあと IPv6アド
レスが更新されない

■ 75ページの「DHCPv6を有効にし直したあとで IPv6
アドレスが要求されない」

Webインタフェースに表示されるタイム
ゾーンオプションの一覧が不完全

■ 75ページの「Webインタフェースでタイムゾーン
のオプションが表示されない」

ILOM 3.0.16の時点で解決済みの問題

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 • 2012年 10月68



説明 リンク

電源コードを差し直すと、UTCの日付が
現地の日付と時間に変わる

■ 76ページの「電源コードを差し直すと、UTCの日
付が現地の日付と時間に変わる」

イーサネットUSBデバイスに関する拡張
SNMPのサポート

■ 76ページの「イーサネットUSBデバイスの SNMP
サポートを拡張する強化」

ファームウェアのアップグレードでサ
ポートされるプロトコルの一覧が不完全

■ 76ページの「更新されたドキュメントはファーム
ウェアのアップグレードでサポートされるプロトコ
ルの一覧を完全に反映」

ソフトしきい値 (クリティカル)を超えたときにエ
ラーが報告されない
CR 7001929

問題:センサーソフトしきい値 (クリティカル)を超えたときに、Oracle ILOMでエ
ラーが報告されません。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.12または 3.0.14を実行する
SPARCおよび x86サーバーの両方で報告されました。この問題の修正はOracle ILOM
3.0.16で行われました。

イベントリストで SNMP認証パスワードが平文と
して表示される
CR 6801690

問題:セキュリティーデータが非表示になりません。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.9、3.0.10、3.0.12、および
3.0.14について報告されました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われまし
た。

顧客の FRUデータを設定するとユーザーインタ
フェースがハングアップする
CR 7009655

顧客の FRUデータを設定するとユーザーインタフェースがハングアップする
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問題: spshの処理と、顧客の FRUデータを設定するための同等のWebインタ
フェース処理 (-> set /SP customer_frudata=<value>)によって、ユーザーインタ
フェースがハングアップします。

回避方法: SPをリブートします。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.12または 3.0.14を実行する
SPARCおよび x86サーバーの両方で報告されました。この問題の修正はOracle ILOM
3.0.16で行われました。

サーバー SPのリブート後にインストールレ
コードが作成される
CR 7007378、CR 7023811

問題: SPのリブート後に、新しいインストールレコードが履歴イベントログに自動的
に書き込まれます。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.3、3.0.6、3.0.8、および
3.0.9で報告されました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

UDPポート781と782が検出されない
CR 7008946

問題:ポート走査の実行後に、TCP - User Datagram Protocol (UDP)ポート 781と 782が
検出されません。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.9、3.0.10、3.0.12、および
3.0.14で報告されました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

Webインタフェースでの IPv6設定で無効な組み合
わせのオプションを使用できる
CR 7013078

問題: Oracle ILOM Webインタフェースの「Network」ページで、無効な組み合わせの
IPv6設定を選択できます。

影響を受けるシステム: Oracle ILOM 3.0.12または 3.0.14を実行している Sun Fire X4800
およびX4800 M2サーバーと Sun Blade CMM。

更新:この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

サーバー SPのリブート後にインストールレコードが作成される
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SNMPv3トラップでAES暗号化が機能しない
CR 7025333

問題: SNMPv3でAESが有効な場合、Oracle ILOMからトラップセッションの暗号化
パラメータが送信されません。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.14で報告されました。こ
の問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

loadコマンドのヘルプテキストにコマンドエ
ラーメッセージが表示される
CR 6975735

問題:次のように、loadコマンドのヘルプテキストの末尾にエラーメッセージが表示
されます。

-> load -h -source tftp://archive1.east/newmainimage

/CMM/image/main

The load command transfers a file from a remote location specified

by the URI and updates the given target.

Usage: load [-o verbose] [-force] [-script] -source <URI> [target]

Available options for this command:

-script : do not prompt for yes/no confirmation and act as if yes

was specified

-source : specify the location to get a file

-force (-f) : override internal checks and load requested file.

-output (-o) verbose : display extensive information

load: Command Failed

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.12を実行する SPARCおよ
び x86サーバーの両方で最初に報告されました。この問題の修正はOracle ILOM
3.0.16で行われました。

CMM Webインタフェースからブレードの IPv4
ネットワーク設定を実行できない
CR 7030118

問題: CMM Webインタフェースを使用してブレードサーバーの IPv4設定を変更する
と、処理が失敗し、エラーメッセージが表示されます。

エラーメッセージの例を次に示します。

CMM Webインタフェースからブレードの IPv4ネットワーク設定を実行できない
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User Agent: Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 8.0; Windows NT 5.1;

Trident/4.0; .NET CLR 2.0.50727; CIBA; .NET CLR 3.0.4506.2152; .NET

CLR 3.5.30729; aff-kingsoft-ciba; staticlogin:product=

cboxf09&act=login&info=

ZmlsZW5hbWU9UG93ZXJ3b3JkMjAwOU94Zi4yNTI2OS40MDExLmV4ZSZtYWM9NzQzR

UMwMzY0QTlCNENFRTlDODVEQ0FDREE2REUzQjImcGFzc3BvcnQ9JnZlcnNpb249Mj

AwOS4wNS4yNS4zLjI3MiZjcmFzaHR5cGU9MQ==&verify=

1416024ee173e70d401133eab2eed626)

Timestamp: Wed, 23 Mar 2011 05:41:26 UTC

更新:この問題はブレードサーバーとCMMで報告されました。この問題の修正は
Oracle ILOM 3.0.16で行われました。

IPv6 CLIのプロパティーと値が表示されない
CR 7022641

問題: /SP/network/ipv6ターゲットで lsまたは showコマンドを発行すると、IPv6 CLI
のプロパティーと値が表示されないことがあります。

例:

-> show

/SP/network/ipv6

Targets:

Properties:

Commands:

cd

show

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.12または 3.0.14を実行する
SPARCおよび x86サーバーの両方で報告されました。この問題の修正はOracle ILOM
3.0.16で行われました。

LDAPの変更後にOracle ILOMにログインできない
CR 6957377

問題: LDAP構成の設定を変更したあとに、sunserviceではないアカウントユーザーは
Oracle ILOM SPにログインできなくなります。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.12または 3.0.14を実行する x86および SPARC
サーバーの両方で報告されました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われま
した。

IPv6 CLIのプロパティーと値が表示されない
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電子メール警告のイベントフィルタリングが機能
しない
CR 6960012

問題:電子メール警告のイベントフィルタリングを設定したあと、受信した電子
メール警告が指定したイベントフィルタと一致しません。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.12を実行する x86および SPARCサーバーの両方で
報告されました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

DHCPv6を構成していないときに IPv6の自動構成
の値が noneと表示される
CR 6971302

問題: DHCPv6のオプションを設定していない場合、autoconfigプロパティーの値は
/ipv6ターゲットで noneと表示されます。

例:

-> show /CMM/network/ipv6

/CMM/network/ipv6

Targets:

Properties:

state = enabled

autoconfig = (none)

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.12を実行する x86サーバーおよびCMMで報告さ
れました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

SPのブート時に IPv6の構成がないというエ
ラーメッセージが表示される
CR 6972218

問題: IPv6が有効になっていないシステムでエラーメッセージが表示されます。IPv6
の構成がないというエラーが示されます。

例:

No /conf/ipv6.conf

SPのブート時に IPv6の構成がないというエラーメッセージが表示される
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更新:これは問題のないエラーメッセージです。このエラーメッセージは、Oracle
ILOM 3.0.14で最初に報告されました。この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われ
ました。

ファームウェアイメージのアップロード中
に「URL」ボタンが有効のまま
CR 6905194

問題:ファームウェアのアップグレードパッケージを参照して選択し、「Upload」ボ
タンをクリックしても、Oracle ILOM Webインタフェースの「Firmware
Upgrade」ページの「URL」ボタンは有効なままです。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.6で最初に報告されました。修正はOracle ILOM
3.0.16で行われ、「File」モード時の「URL」ボタンと「URL」モード時の「File」ボ
タンが無効になりました。

Fault Management Shellの拡張 FRU情報
CR 6986979

問題: Oracle ILOM Fault Management Shellで fmadm faultyコマンドを実行したあ
と、FRUの説明に関する情報が一部しか報告されません。

更新:この問題は、Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.12または 3.0.14を実行する
SPARCおよび x86サーバーで最初に報告されました。修正はOracle ILOM 3.0.16で行
われ、FRUのパート番号とシリアル番号が報告されるようになりました。

復元処理で警告ルールが復元されない
CR 6974627

問題:バックアップおよび復元処理の実行後に、警告ルールのコミュニティーまたは
ユーザー名のプロパティーが正しく復元されません。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.14で最初に報告されました。この問題の修正は
Oracle ILOM 3.0.16で行われました。

障害ステータスを解消したあとに2つの同じ
SNMPトラップが作成される
CR 6937119

ファームウェアイメージのアップロード中に「URL」ボタンが有効のまま
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問題:コンポーネントの障害ステータスを解消したあとに、2つの同じ SNMPト
ラップが生成されます。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.14で最初に報告されました。この問題の修正は
Oracle ILOM 3.0.16で行われました。

RADIUS IPv6認証の拡張
CR 6971702

問題: RADIUS認証が IPv6に対してサポートされない。

更新: IPv6でのRADIUS認証の拡張に対するリクエストは、Oracle ILOM 3.0.14で最初
に報告されました。この拡張はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

128文字をサポートする「Active Directory Group
Names」の拡張
CR 6904821

問題: Oracle ILOM WebインタフェースのActivity Directoryは 80文字をサポートしま
す。

更新:「Active Directory Group Names」で 128文字をサポートするという拡張
は、Oracle ILOM 3.0.16で行われました。

DHCPv6を有効にし直したあとで IPv6アドレスが
要求されない
CR 6978898

問題: dhcpv6_statefulを使用するようにサーバーの SPを構成してから SPをリブート
すると、Oracle ILOMはDHCPv6サーバーに対して問題なく IPv6アドレスを要求しま
す。ただし、IPv6の状態を無効にしてから IPv6の状態を有効にすると、Oracle ILOM
はDHCPv6に対して IPv6アドレスを要求しなくなります。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.14で最初に報告されました。この問題の修正は
Oracle ILOM 3.0.16で行われました。

Webインタフェースでタイムゾーンのオプション
が表示されない
CR 6976772

Webインタフェースでタイムゾーンのオプションが表示されない
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問題: Oracle ILOM Webインタフェースに、次のタイムゾーンのオプションが表示さ
れません。

■ アメリカ/アルゼンチン/サルタ
■ アメリカ/アルゼンチン/サンルイス
■ アメリカ/サンタレム
■ アジア/ホーチミン
■ アジア/カトマンズ
■ アジア/コルカタ

更新:この問題の修正はOracle ILOM 3.0.16で行われました。

電源コードを差し直すと、UTCの日付が現地の日
付と時間に変わる
CR 6922544

問題:電源コードを外して差し直すと、Oracle ILOMのUTCの時計設定が現地の時間
に変わります。

回避方法: /SPを再設定してから電源コードを差し直します。

更新:この問題は、Oracle ILOM 3.0.12で最初に報告されました。この問題の修正は
Oracle ILOM 3.0.16で行われました。

イーサネットUSBデバイスの SNMPサポートを拡
張する強化
CR 6941313

問題: Oracle ILOMの SNMP管理インタフェースではイーサネットUSBデバイスをサ
ポートしていません。

更新: Oracle ILOMファームウェアVersion 3.0.16から、Oracle ILOMの SNMPインタ
フェースはイーサネットUSBデバイスの管理をサポートするようになりました。こ
の強化は、Oracle ILOM CLIとWebインタフェースのイーサネットUSBのサポートと
同様です。

更新されたドキュメントはファームウェアの
アップグレードでサポートされるプロトコルの一
覧を完全に反映
CR 7176571

電源コードを差し直すと、UTCの日付が現地の日付と時間に変わる
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問題:『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0保守と診断 - CLIおよびWebガ
イド』のファームウェアの更新の手順では、ファームウェアイメージを
TFTP、FTP、またはHTTPサーバーに転送するように指示しています。ただ
し、Oracle ILOM Webインタフェースの「Firmware Upgrade」ページおよびOracle
ILOM CLIの loadコマンドは、ドキュメントに示されているプロトコルに加え
て、SFTP、SCP、およびHTTPをサポートします。

更新:ファームウェアのアップグレードでサポートされるプロトコルの一覧
が、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0保守と診断 - CLIおよびWebガイ
ド』および『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日常的な管理 - CLI手順ガ
イド』に追加されました。

Oracle ILOM 3.0.16の時点で既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.0.16の時点で報告されている既知の問題につい
て説明します。

説明 リンク

IPv6ネットワーク環境に関するOracle
ILOMリモートコンソールの要件

■ 77ページの「Windowsクライアントに関するOracle
ILOMリモートコンソールの IPv6の要件」

一重または二重引用符を使用してKVMS
のカスタムロックのプロパティー値を設
定できない

■ 78ページの「リモートコンソールのカスタム
ロックキー (CLI)で一重または二重引用符を設定で
きない」

電源コードを抜くと、誤ったエラーイベ
ントが生成される

■ 78ページの「電源コードを抜いたあとに、CMMロ
グに誤ったイベントが報告される」

Windowsクライアントに関するOracle ILOMリ
モートコンソールの IPv6の要件
CR 6993498

問題: IPv6ネットワーク環境の場合、Java Development Kit (JDK)はMicrosoft Windows
XPをサポートしないため、Windows XP IPv6クライアントからのOracle ILOMリ
モートコンソールの起動はサポートされていません。

回避方法: IPv6を使用し、Microsoft Windowsオペレーティングシステムを使用する
ネットワーク環境の場合、JDK170b36以降を使用してMicrosoft Windows Vista/2008/7
クライアントから ILOMリモートコンソールを起動します。

Windowsクライアントに関するOracle ILOMリモートコンソールの IPv6の要件
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リモートコンソールのカスタムロックキー (CLI)で
一重または二重引用符を設定できない
CR 7017023

問題: Oracle ILOM CLIを使用して、/SP/services/kvms custom_lock_keyで二重 (")ま
たは一重 (')引用符を設定できません。

回避方法:次の回避方法のいずれかを実行します。

■ Oracle ILOM CLIで、異なる文字を使用して /kvms custom_lock_keyのプロパ
ティー値を設定します。

または
■ Oracle ILOM Webインタフェースを使用して、Oracle ILOMリモートコンソールの
カスタムロックオプションで二重または一重引用符を設定します。手順について
は、『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール - CLIおよびWebガ
イド』を参照してください。

電源コードを抜いたあとに、CMMログに誤った
イベントが報告される
CR 7051063

問題: 2つの電源コードを持つシャーシで 1つの電源コードを抜くと、次のセン
サーに対する複数のエラーイベントがOracle ILOM CMMログに誤って報告されま
す。

■ 影響を受ける PSUの V_OUT_OKセンサー
■ 影響を受けない PSUの V_IN_ERRセンサー

影響を受けるシステム: Oracleの Sun Blade 6000 CMM

回避方法:シャーシの 1つの電源コードを抜く場合は、次を無視します。

■ 影響を受けない PSUの V_OUT_OKセンサーに関するすべてのイベントメッセージ
■ 影響を受ける PSUの V_IN_ERRセンサーに関するアサートされていないイベント
メッセージ

■ 影響を受ける PSUの誤って削除されたメッセージ

リモートコンソールのカスタムロックキー (CLI)で一重または二重引用符を設定できない
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Oracle ILOMドキュメントライブラリの強化
Oracle ILOM 3.0.16から、Oracle ILOM 3.0ドキュメントライブラリの次の点が強化さ
れました。

■ Oracle ILOMシステム管理機能について説明するガイドが再構成され、日常的な
管理タスク、保守および診断タスク、リモートからのリダイレクションコン
ソールに関連するタスク、CMM管理タスク、およびプロトコル管理タスクが取
り入れられました。

■ 個別のOracle ILOM PDFガイドに加え、新しいHTMLオンラインドキュメント
セットを利用できるようになりました。Oracle ILOM 3.0 HTMLマニュアルセット
は、Oracle ILOMドキュメントライブラリの『Oracle ILOM 3.0 Program
Documentation Third Party Licenses and Notices』および『Basic CLI Command
Reference』を除くすべてのガイドで構成されます。

Oracle ILOM 3.0ドキュメントライブラリには、次のURLからアクセスできます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E19860-01&26;id=homepage

次の表に、更新されたOracle ILOM 3.0のタイトルとドキュメントの説明を記載しま
す。

用途 タイトル 形式

オンラインドキュメントセット 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 HTMLドキュメ
ントコレクション』

HTML

クイックスタート 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0クイックス
タートガイド』

PDF

リモートKVMS 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0リモートリダイ
レクションコンソール - CLIおよびWebガイド』

PDF

日常的な管理機能 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日常的な管理 -
概念ガイド』

PDF

日常的な管理のWebによる手順 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日常的な管理 -
Web手順ガイド』

PDF

日常的な管理のCLIによる手順 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0日常的な管理 -
CLI手順ガイド』

PDF

プロトコル管理 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0プロトコル管理
- SNMP、IPMI、CIM、WS-MANガイド』

PDF

CMM管理 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CMM管理ガイ
ド - Sun Blade 6000/Sun Blade 6048モジュラーシステム』

PDF

保守および診断 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0保守と診断 -
CLIおよびWebガイド』

PDF

Oracle ILOMドキュメントライブラリの強化
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用途 タイトル 形式

最新情報 Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0機能更新およびリ
リースノート

PDF

Oracle ILOMドキュメントライブラリの強化
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